
― 1 ―

平成２８年陸別町議会３月定例会会議録（第３号）

招 集 の 場 所 陸 別 町 役 場 議 場

開 閉 会 日 時 開会 平成28年３月10日 午前10時00分 議 長 宮 川 寛

及 び 宣 告 延会 平成28年３月10日 午後３時29分 議 長 宮 川 寛

応（不応）招議 議席 出席等 議席 出席等
員及び出席並 氏 名 氏 名
びに欠席議員 番号 の 別 番号 の 別

出席 ８人 １ 中 村 佳 代 子 ○ ８ 宮 川 寛 ○

欠席 ０人 ２ 久 保 広 幸 ○

凡例 ３ 多 胡 裕 司 ○

○ 出席を示す ４ 本 田 学 ○

▲ 欠席を示す ５ 山 本 厚 一 ○

× 不応招を示す ６ 渡 辺 三 義 ○

公▲○ 公務欠席を示す ７ 谷 郁 司 ○

会議録署名議員 久 保 広 幸 多 胡 裕 司

職務のため議場に 事務局長 主 査
出席した者の職氏名 吉 田 功 吉 田 利 之

法第１２１条の規定 町 長 野 尻 秀 隆 教 育 委 員 長 石 橋 勉

により出席した者の 監 査 委 員 飯 尾 清 農業委員会長（議員兼職） 多 胡 裕 司

職氏名

町長の委任を受けて 副 町 長 佐 々 木 敏 治 会 計 管 理 者 芳 賀 均

出席した者の職氏名 総 務 課 長 早 坂 政 志 町 民 課 長 ( 芳 賀 均 )

産業振興課長 副 島 俊 樹 建 設 課 長 高 橋 豊

保健福祉センター次長 丹 野 景 広 保健福祉センター主幹 庄 野 勝 政

総 務 課 参 事 原 田 伸 仁 総 務 課 主 幹 高 橋 直 人

総 務 課 主 幹 空 井 猛 壽

教育委員長の委任を 教 育 長 野 下 純 一 教 委 次 長 有 田 勝 彦

受けて出席した者の

職氏名

農業委員会会長の

委任を受けて出席し

た者の職氏名

議 事 日 程 別紙のとおり

会 議 に 付 し た 事 件 別紙のとおり

会 議 の 経 過 別紙のとおり
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◎議事日程

日程 議 案 番 号 件 名

１ 会議録署名議員の指名

２ 議案第２５号 平成２８年度陸別町一般会計予算

３ 議案第２６号 平成２８年度陸別町国民健康保険事業勘定特別会計予算

平成２８年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計
４ 議案第２７号

予算

５ 議案第２８号 平成２８年度陸別町簡易水道事業特別会計予算

６ 議案第２９号 平成２８年度陸別町公共下水道事業特別会計予算

７ 議案第３０号 平成２８年度陸別町介護保険事業勘定特別会計予算

８ 議案第３１号 平成２８年度陸別町後期高齢者医療特別会計予算

◎会議に付した事件

議事日程のとおり
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開議 午前１０時００分

────────────────────────────────────

◎開議宣告

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 棟方農業委員会事務局長、総務課瀧澤主幹より、欠席する旨報告

がありました。また、石橋教育委員長より途中退席する旨報告がありました。

これより、本日の会議を開きます。

────────────────────────────────────

◎日程第１ 会議録署名議員の指名

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、２番久保議員、３番多胡議員を指名いたします。

────────────────────────────────────

◎日程第２ 議案第２５号平成２８年度陸別町一般会計予算

◎日程第３ 議案第２６号平成２８年度陸別町国民健康保険事業勘定

特別会計予算

◎日程第４ 議案第２７号平成２８年度陸別町国民健康保険直営診療

施設勘定特別会計予算

◎日程第５ 議案第２８号平成２８年度陸別町簡易水道事業特別会計

予算

◎日程第６ 議案第２９号平成２８年度陸別町公共下水道事業特別会

計予算

◎日程第７ 議案第３０号平成２８年度陸別町介護保険事業勘定特別

会計予算

◎日程第８ 議案第３１号平成２８年度陸別町後期高齢者医療特別会

計予算

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 日程第２ 議案第２５号平成２８年度陸別町一般会計予算から日

程第８ 議案第３１号平成２８年度陸別町後期高齢者医療特別会計予算まで、７件を一括

議題といたします。

提案理由の説明を求めます。

野尻町長。

○町長（野尻秀隆君）〔登壇〕 議案第２５号平成２８年度陸別町一般会計予算ですが、

歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ４２億６,４００万３,０００円と定めるもので

ございます。

続きまして、議案第２６号平成２８年度陸別町国民健康保険事業勘定特別会計予算です
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が、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ４億８,６３６万１,０００円と定めるもの

でございます。

続きまして、議案第２７号平成２８年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計

予算ですが、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ４億４,６２５万７,０００円と定

めるものでございます。

続きまして、議案第２８号平成２８年度陸別町簡易水道事業特別会計予算ですが、歳入

歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億９,４６９万３,０００円と定めるものでござい

ます。

続きまして、議案第２９号平成２８年度陸別町公共下水道事業特別会計予算ですが、歳

入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億５,１５５万１,０００円と定めるものでござ

います。

続きまして、議案第３０号平成２８年度陸別町介護保険事業勘定特別会計予算ですが、

歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２億９,５１３万５,０００円と定めるものでご

ざいます。

続きまして、議案第３１号平成２８年度陸別町後期高齢者医療特別会計予算ですが、歳

入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ４,１１５万円と定めるものでございます。

以上、議案第２５号から議案第３１号まで、７件を一括提案させていただきます。

内容につきましては、副町長から説明申し上げますので、御審議のほどよろしくお願い

申し上げます。

○議長（宮川 寛君） 佐々木副町長。

○副町長（佐々木敏治君） それでは、議案第２５号から議案第３１号まで一括して説明

をさせていただきます。

議案第２５号平成２８年度陸別町の一般会計予算は、次に定めるところによる。

歳入歳出予算。

第１条第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳

出予算」による。

債務負担行為。

第２条、地方自治法第２１４条の規定により債務を負担することができる事項、期間及

び限度額は、「第２表債務負担行為」による。

地方債。

第３条、地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債の

目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表地方債」による。

一時借入金。

第４条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借り入れの最高額

は、１０億円とする。

歳出予算の流用。
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第５条、地方自治法第２２０条第２項ただし書きの規定により歳出予算の款項の経費の

金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

第１号、各項に計上した給料、職員手当及び共済費（賃金に係る共済費を除く）に係る

予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用。

それでは、資料のナンバー１９をまずお開きいただきたいと思います。

説明資料ナンバー１９は、平成２８年度一般会計各課別歳入歳出予算資料になっており

ます。あわせて、２８年度と２７年度の当初予算の比較、歳入歳出それぞれ表にしてござ

います。

２８年度について申し上げますが、まず総務課においては、歳入が２８億７,４８５万

６,０００円であります。歳出は２０億６,８４９万円ということで、差し引き８億６３６

万６,０００円の歳入が多いと、こういう結果になります。歳入歳出差し引きしたものが

ここに記載のとおりでありますので、参考にしていただきたいと思います。なお、総務課

のほうでマイナス６,５３０万９,０００円、歳出でなっておりますが、これは２７年度当

初予算において、移住産業研修センターの建設費を計上しておりましたので、その分で減

額になると。

町民課です。歳入は４億１,０４１万１,０００円に対して、歳出が２億６,０８５万６,

０００円、差し引き１億４,９５５万５,０００円の歳入が多いということになります。

保健福祉センターです。歳入が２億７９万６,０００円ですが、歳出は３億８,６５０万

４,０００円で、１億８,５７０万８,０００円の歳入不足ということになります。

産業振興課ですが、歳入が３億３,５３７万４,０００円に対して、歳出が６億８,８６

１万８,０００円で、差し引き３億５,３２４万４,０００円の歳入不足ということになり

ます。

建設課ですが、歳入３億６,０６３万２,０００円に対して、歳出５億７,８３９万１,０

００円ということで、２億１,７７５万９,０００円の歳入不足と。

それから、教育委員会ですが、７,４８３万４,０００円の歳入に対して、歳出が２億

３,２７７万７,０００円、差し引き１億５,７９３万９,０００円の歳入不足ということに

なります。

農業委員会ですが、歳入が３７４万６,０００円に対して、歳出が５８６万８,０００

円、２１２万２,０００円の歳入不足。

議会については、歳入がございません。歳出だけです。３,６０２万７,０００円。

監査も歳入はございません。歳出２２４万６,０００円です。

選挙管理委員会、歳入３３５万円。これは、７月に予定されている参議院議員選挙費の

委託費になります。歳出が４２２万６,０００円で、８７万６,０００円の歳入不足となり

ます。

合わせて、歳入歳出とも４２億６,４００万３,０００円の一般会計の予算となります。

ここに、表の下に、１、２、３と書いていますが、１点目は歳入歳出差引額で、総務
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課、町民課以外は特定財源と、特定な事業に対する補助金とか、そういったものです。総

務課は、御存じのとおり、地方交付税ですとか、基金の繰入金ですとか、そういったも

の、あとは国の交付金関係が総務課には入っています。町民課は、御存じのとおり、町税

関係が歳入として入ってきますので、その分で総務課、町民課含めて、一般財源が主なも

のとなります。

今言いました、２点目は、総務課の中に基金の繰入金も入っています。

３点目は、総務課に特別職、一般職員の人件費、基金積立金、特別会計への繰出金、そ

れから消防費、公債費なども含んでおります。

それでは、歳出の事項別明細書、歳出の３８ページをお開きください。

歳出でありますが、前段、３点ほど申し上げたいと思います。

まず１点目は、平成２７年度の当初予算が町長改選期による骨格予算でありますから、

本年度と前年度の比較においては、大部分が２８年度の当初予算が上回っているというこ

とになります。それから、２点目は、非常勤特別職の報酬ですとか共済費、それから、特

別職の人件費、一般職員の人件費については、１６５ページから１７０ページに給与費明

細書をつけておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

３点目ですが、２７年度３月定例会でも御説明しましたが、燃料費、電気料が下がって

おりますので、各施設関係の光熱水費関係、電気料ですが、２７年度からは大部分が減額

になっていると、そういったことを前段申し上げておきたいと思います。

あわせて、資料ナンバー７３に、科目別職員数調べ、これは人件費を計上した科目ごと

の人数ですが、資料７３をつけておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思いま

す。

それでは、３、歳出。

１款議会費１項議会費１目議会費。本年度５,４６０万７,０００円の計上であります。

比較で、３７９万７,０００円の減額になっておりますが、これは議員の共済費の減額が

主なものになります。負担率が１,０００分の６３.７から１,０００分の４１に、１,００

０分の２２.７の減額になりました。したがって、その差額分が減額となります。議会費

については、議員８人、報酬、共済費、それから旅費関係、職員の人件費など、議会活動

にかかわる予算を計上しております。それが、５,４６０万７,０００円となります。した

がって、報酬から、次のページの４０ページの１９節負担金補助及び交付金までは、例年

どおりの計上ということになります。

それから、２款総務費１項総務管理費１目一般管理費。今年度は２億４,０７２万７,０

００円の計上でありまして、前年度から見ると７１２万９,０００円の減額となっており

ます。内訳としては、職員の人件費で、４４５万４,０００円の減額。それから、負担金

補助及び交付金で８６８万２,０００円の減額。それから、旅費で１２６万９,０００円の

増。これは職員の旅費で、中学生の海外派遣と冒険・体感ｉｎとうきょう、その予算を今

年度当初で計上しております。委託料で２４９万円の増。使用料及び賃借料で１１１万
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５,０００円の増となっております。

２節の給料から、次のページ共済費、それから４２ページの賃金、旅費、交際費、需用

費、役務費までは、例年の考え方に基づく予算の計上となっております。

それから、１３節委託料８１７万２,０００円。前年度から見ると、２４９万円ほど増

になっております。これは、３段目にあります、新地方公会計導入支援業務３９７万９,

０００円。それから、人事評価制度運用支援事業１７１万１,０００円。それからストレ

スチェック委託料１８万円、これが今回、ストレスは新規になります。新地方公会計と人

事評価は２７年度からの継続ということになりますが、まず資料ナンバー２２をお開きい

ただきたいと思います。

資料ナンバー２２は、新地方公会計導入支援業務でありまして、平成２６年５月２３日

に総務大臣通知により平成２９年度までに統一的な基準による財務諸表の作成が義務づけ

られました。目的はここに書いてあるとおりでありまして、具体的な内容としては、右側

にございますが、発生主義会計により補完ということで、財務諸表４表の作成が義務づけ

になってきます。貸借対照表、行政コスト計算書（損益計算書）、純資産変動計算書（株

主資本等変動計算書）、資金収支計算書、この４表が２９年度から義務づけになります。

それで、後ほど説明しますけれども、本格的にスタートするのは平成２９年度からになり

ます。２８年度の決算をそのシステムに入れまして、本格的に平成２９年度からこの公会

計が陸別町、全国自治体全部、全てですが実施されるということになります。それで、こ

の下の表、スケジュールでありますけれども、２７年度においては固定資産台帳の整備、

資産の洗い出しと資産評価、これは業務委託しております。それで、２８年度について

は、２７年度の財務会計情報により仕分け区分の設定、マニュアルづくり、固定資産の増

減整理ということになりますが、一応参考としては、２７年度決算を入れてみて、どうい

うふうになるかということも２８年度においては考えていく予定になっています。予算と

しては、委託料３９７万９,０００円の計上となっております。

それから、次のページの２３の１をお開きください。

これは、ストレスチェック制度ということで、その概要であります。

労働安全衛生法の一部を改正する法律によりまして、ことしの４月１日から義務づけに

なりました。２に内容でありますが、この４行目に米印でありますが、うつ病などのメン

タルヘルス不調を未然に防止するために実施するということです。

ストレスチェックというのは、ここに書いてあるとおり、自分のストレスがどのような

状態にあるかを調べる検査で、平成２７年１２月から、昨年１２月からですね、労働者が

５０人以上いる事業所では全ての労働者に対し、毎年１回検査を実施することが義務づけ

られたということになります。ストレスチェックの実施者は、医師、保健師、厚生労働大

臣の定める研修を受けた看護師、精神保健福祉士、産業医なんかも該当します。５番目に

プライバシーの保護、これは絶対条件でありまして、６の事業者の禁止行為、これも義務

づけされております。
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それから、次のページ、２３の２ですが、ストレスチェック制度の実施手順ということ

で、まず１から４、ストレスチェックを全員に行います。質問表の配付、記入、回収、状

況の評価、医師の面接指導の要否判定、結果通知、面接指導、ストレスが高い者というこ

とになります。本人からの面接指導の申し出があって、医師による面接指導を実施する

と。就業上の措置の要否、内容について医師からの意見聴取、就業上の措置の実施、極端

な言い方をすれば、少しそういう病気にかかってきているので、しばらく仕事を休んで、

病院に通うですとか、自宅療養する、制度的にいけば長期の病気休暇もございますけれど

も、それ以上、９０日以上超えると休職になってしまいますので、休職ということにもな

る場合が出てきます。予算ですが、１８万円を見ておりますが、産業医委嘱相当分で６万

円、ストレスチェック業務で１２万円、これは、産業医はうちの診療所の先生は持ってお

りませんので、足寄町立病院の院長ほか３名の先生にお願いをしてやっていただくこと

に、もう了承も得ております。

それでは、予算書４３ページにお戻りください。

予算書４３ページ、１４節で７０７万５,０００円、１１１万５,０００円の増でありま

す。これは、１２月補正でもお願いしましたけれども、コピー料６５０万９,０００円、

１２０万円ほど前年度よりふえております。

それから、次のページ、１８節備品購入費、事務用備品、これはパソコン３台の更新と

なります。

それから、１９節負担金補助及び交付金で２,５０７万９,０００円。前年度より８６８

万２,０００円ほど減額になっておりますが、これは一番下の地方公共団体情報システム

機構１７０万８,０００円、３６５万５,０００円ほど減額になっております。これは、マ

イナンバー制度の中間サーバー整備負担金で１４２万６,０００円ほどふえております

が、通知カード、個人番号カードの製作委託費２３万７,０００円。それから機構の会費

４万５,０００円と。それから、情報システム協議会２,１９３万６,０００円、５０８万

１,０００円ほど落ちております。これは資料ナンバー２１をお開きいただきたいと思い

ます。

資料ナンバー２１は、情報システム協議会の負担金の内訳であります。まず、総務費の

一般管理費では、ＷＥＢ－ＴＡＷＮの保守管理と、それからマイナンバー制度に係るＴＡ

ＷＮ各システムの改修２８５万２,０００円、合わせて２,１９３万６,０００円となりま

す。

それから、財産管理費で２７万８,０００円ということで、トータルで２,７６５万２,

０００円を北海道町村会が組織している情報システム協議会、そこに負担金として納める

ことになります。

それでは、予算書の４４ページにお戻りください。

２目の文書広報費ですね、９節旅費から次のページの１２節までは例年に基づく考え方

で計上しておりますが、１３節委託料２９９万５,０００円、これは一番下の電波伝搬調



― 9 ―

査業務２７２万４,０００円。

それと、１５節の機器更新工事３,２５９万７,０００円、これは防災無線愛の鐘の更新

整備ということになります。愛の鐘は平成４年に設置しておりまして、２４年を経過して

おります。老朽化もありまして、部品もないということで、一部聞こえていない地域もご

ざいます。そういったことで、２８年度から３２年度までの５年計画で、この実施を考え

ております。２８年度については、役場庁舎内の操作卓と消防署に設置している遠隔制御

卓、これの更新となります。これの機器はデジタルとアナログの併用であります。町内の

子局といいますか、アンプですけれども、町内には１１カ所あります。市街地に９カ所、

それと上斗満と小利別に１つずつあります。合わせて１１基となります。

１３節委託料の電波伝搬調査業務というのは、デジタル化に伴う電波の伝搬調査という

ことになります。

次のページ、４６ページ、財政管理費の需用費は予算書の印刷費。それから、４目の会

計管理費は需用費で決算書の印刷費となります。

財産管理費でありますが、１億２,１１１万円で、前年度から見ると４１８万５,０００

円ほどふえております。まず、財産管理費の予算を計上している課は、総務課と町民課と

教育委員会ということになりまして、まず総務課は庁舎管理ですとか財産の管理、基金の

管理、各福祉館の管理ですとか、総務課が管理している公用車、それからりくべつ鉄道の

委託料、これら合わせて１億５５７万３,０００円を予算計上しております。町民課につ

いては、地籍図、テレビ中継局、地デジ、光ケーブル関係の予算１,４７５万４,０００円

を計上しております。教育委員会については、タウンホールの管理がございますので７８

万３,０００円、合わせて１億２,１１１万円の計上と。それで、総務課のほうは、前年度

と比較しますと、６１３万２,０００円ほどの増、町民課については、１７０万８,０００

円ほどの減額となっております。その差し引きが比較の金額の主なものとなります。

９節旅費から需用費、役務費までは例年並みの計上でありまして、需用費でいくと、燃

料費で４２８万円、前年度から見ると８３万６,０００円ほどの減額。光熱水費６１０万

７,０００円、前年度から見ると４０万円ほど、これは電気料の減額となります。

１３節委託料４,０９１万３,０００円。２１３万３,０００円の増でありますが、まず

施設設備保守管理１４０万５,０００円、これは光ケーブルの北電柱への取りつけがござ

います。これが２５本、３１３万２,０００円、それから同じく光ケーブルのＮＴＴの電

柱への取りつけが６０本、２９１万６,０００円、それから、庁舎の窓のブラインドがご

ざいますが、大分痛んでおりますので、２８年度まず庁舎の２階のブラインドを交換とい

うことで、１２３万２,０００円ほど計上しております。庁舎のブラインドについては３

年計画で、２７年度から２９年度となります。それから、庁舎の発電機、バッテリー交換

が２６万８,０００円となります。施設設備改修費７５４万８,０００円が今の内容であり

ます。

保守管理１４０万５,０００円は、地デジ再送信設備の点検関係がこの中に入っており
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ます。それから、施設周辺整備３５８万５,０００円は、りくべつ鉄道、分線までの維持

管理費となります。それから、福祉バスの下の車両等維持委託１１１万円は、商工会から

も要望がありますけれども、除雪モーターカー、ハイモ一両の塗装の委託料となります。

４８ページの地籍図修正から福祉館等管理までは、例年どおりの計上であります。

設備等改修２３万８,０００円は、水道管理センターのベランダの改修、雨漏り対策で

ございます。

１４節使用料及び賃借料は、例年どおりの計上であります。

工事請負費５８７万４,０００円。これは昨年、寄附を受けました東１条１区の旧陸別

館、花むすびのところの建物となります。解体工事です。

１８節備品購入費４９万８,０００円は、軽トラック１台、中古ですけれども、今まで

リースで使っていたものですけれども、これ１台を購入するということになります。

５０ページ、２５節積立金４,９７４万４,０００円。これは全部、財政調整基金から給

食センター管理運営基金までは利子の積み立てとなりますが、四つ目のいきいき産業支援

基金積立金４,４３０万７,０００円、これは優良家畜の定時償還分３,８７８万２,０００

円と、農業用機械貸付収入４７９万３,０００円、それと利子７３万２,０００円を合わせ

た４,４３０万７,０００円を基金に積むということになります。

町有林野管理費３,３２５万６,０００円ということで、２１９万円ほど増えておりま

す。なお、資料のナンバー２４の１は、町有林管理事業収支一覧表、それから２４の２

は、実施箇所位置図でありますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

４節の共済費から１１節需用費までは、例年どおりの計上ですが、１２節の中で気象災

害被害地造林事業（町有林）２１１万６,０００円とありますが、これは平成２５年１０

月にありました台風被害によるものの事業であります。弥生と釧北団地、面積は４.８ヘ

クタールですが、これはもう２８年度で完了となります。

５２ページになります。

まず、野そ駆除事業、これは空中散布２回分です。それから、森林現況調査業務１４３

万２,０００円、これは森林組合に委託をしているものですが、町有林拡大事業でありま

す。平成２４年度からこの事業を実施しております。

７目の企画費７,５６７万３,０００円ということで、６,８８９万４,０００円ほど減額

となっておりますが、これは先ほど説明しました移住産業研修センター１億２,７４８万

９,０００円を含んでおりましたので、それが減額となります。企画費については、総務

課が３,３８５万９,０００円、産業振興課が４,０７８万円、建設課が１０３万４,０００

円の予算計上となっております。総務課でいけば、まず企画財政の所管する事業が２,４

８５万３,０００円ほどあります。経常的な経費と、まちづくり推進事業、地域交通確保

対策事業、それから空き家等対策事業、チャレンジプロ事業では９００万６,０００円、

移住・交流対策、定住促進対策、移住産業研修センターの管理事業、地方版総合戦略策定

事業、産業振興課関係については、商工業振興担当でありますけれども、しばれ研究所の
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補助金ですとか、民間活用住宅建設、サマーｉｎ陸別、道の駅連絡会などであります。

建設課については、１０３万４,０００円は、建築担当でありまして、太陽光発電の助

成事業２件分であります。まず１節の報酬、これはまちづくり推進会議の委員報酬であり

ます。それから、共済費、賃金３９万３,０００円、これは共済費の労災保険料等です

が、これは移住産業研修センターの賄いにかかる代替賃金の分です。

８節２４万３,０００円は、地方版総合戦略等検討会、これの謝礼金となります。１６

人５回分であります。

１１節から１２節、１３節については、ちょっとぐらし住宅２戸とモデル住宅１戸、移

住産業研修センター共有スペース分と食堂の維持管理費、それから旭町のアパートの維持

管理費が含まれてございます。

次のページ、空き家調査４９６万８,０００円、これは空き家の計画策定に係るピック

アップ調査、これは３町連携事業であります。これは、道の補助金も４９０万円ほどつい

てございます。賃借料で土地建物借上料９１万９,０００円、これは旭町の二棟８戸のう

ちの二棟６戸分の、定住対策として借りている賃料ですけれども、１万２,７５５円の１

２カ月の６戸分ですが、実は３月８日に森林管理署のほうから通知がございまして、実は

平成２５年に国家公務員の宿舎法が改正になりまして、２６年度から３０年度まで、２年

ごとに料金改定をするということが示されていたようであります。したがって、２８年度

に料金改定があるということで、実は現在は１戸当たり１万２,７５５円なのですが、こ

れが２８年度からは１万３,８９８円ということで、１戸当たり１,１４３円ほど値上げの

改正がございました。したがって、予算でいきますと１００万１,０００円になるわけで

すが、そうすると８万２,０００円ほど不足が生じると。したがって、この８万２,０００

円の不足については、この賃料というのは４月中に全額納める形になるものですから、今

後の地方創生加速化交付金の臨時補正のときに、この不足する８万２,０００円について

も予算を計上したいというふうに思っております。

１９節については例年どおりの状況でありまして、会議負担金から５５ページの道の駅

連絡会までは例年どおりであります。

通学定期差額補助７４２万５,０００円は、高校生３４人、昨年１２月の新１年生の進

路希望に基づいても入ってございます。足寄高校１５名、本別１０人、池田高校１人、北

見市内８人、合わせて３４名の定期の差額補助となります。

それから、下水道受益者分担金４５万円は、移住産業研修センターの８戸分の負担金と

なります。まちづくり事業７８０万円は、空き家解体で２８０万円、まちづくり補助金で

５００万円を見ております。民間活用住宅建設事業３,９００万円、単身者用の住宅１０

戸分、世帯用が４戸分であります。太陽光発電１００万円、これは２件分、５０万円の２

件分であります。交付金は、ここに記載のとおり、移住を応援する会に１５万３,０００

円の補助と。

それから、次のページ、地域交通利用促進事業２５５万６,０００円は、バス利用者、
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北見バス、十勝バス、それぞれ利用者一人につき３分の２の助成をするということで、前

年度から見ると大幅に伸びております。

８目の公平委員会費、９目交通安全対策費は例年どおりの計上でありますが、交通安全

対策で、工事請負費１７２万５,０００円、これは新町２区と栄町の国道に交通安全のネ

オン灯がございますけれども、それのＬＥＤ化工事であります。このネオン灯は、昭和６

２年１２月に交通安全協会から町のほうに寄附を受けていると、そういう内容でありま

す。

それから、１０目の諸費３２２万２,０００円は、前年と同様の計上であります。

１１目の交流センター管理費、資料のナンバー２５に管理状況をつけております。後ほ

どごらんをいただきたいと思います。なお、交流センターは、オーロラハウスですが、宿

泊の増が見込まれてきております。工事関係の利用者の増ということであります。

７節の賃金から需用費、役務費、委託料までは、例年どおりの計上であります。委託料

で４１５万８,０００円ほどの増。まず、５９ページの宿泊研修施設管理１,７３４万３,

０００円、これは前年度から見ると２９３万円ほどの増となっております。

それから、施設設備修繕で１１１万円。これは、ふるさと交流センターの屋内低圧機器

のキュービック内の物産館のブレーカーの故障があるということで、それの更新業務が８

６万９,０００円。それから、非常用照明バッテリーの交換１１万２,０００円、自家発電

機地下タンクの危険物表示板の新設、更新で１６万９,０００円であります。

１５節８６３万円。施設設備改修ですが、これはオーロラハウスの２階和室を除きまし

て、床じゅうたんの張りかえ、それから２階の照明のＬＥＤ化の工事、それと物産館のＬ

ＥＤ化の工事、これら合わせて８６３万円となっております。

備品購入費１０４万４,０００円は、オーロラハウス２階の客室に小型の冷蔵庫を設置

するということで１９個、それからＡＥＤセット２個、消火器の購入２本となっておりま

す。

銀河の森管理費、これも資料ナンバー２６をつけております。後ほどごらんをいただき

たいと思います。７,３９３万６,０００円で、８０７万８,０００円ほど増となっており

ますが、主なものは、１１節１７２万７,０００円の減額ですが、委託料で７４１万９,０

００円の増、工事請負費で１７２万４,０００円の増、備品購入で８８万８,０００円の増

が主な要因であります。報酬から給料、手当、次、共済費、賃金、報償費、旅費も例年ど

おりでありますし、需用費１７２万７,０００円減額、主なものは燃料費で６１万円ほど

の減額、光熱水費で４１万９,０００円の減額であります。役務費も例年どおりの計上で

ありまして、６２ページ委託料で３,６１５万３,０００円、この中で施設設備等改修８１

０万６,０００円、これは天文台大型望遠鏡ドームの改修関係であります。まず、モー

ターの交換が１８５万９,０００円、それから屋根の改修、これ雨漏りがありますので、

屋根の改修が１１１万７,０００円であります。それと、銀河の森の専用水道でございま

すが、テレメーターの更新５１３万円ほどがこの中に入っております。コテージ村管理
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１,１４２万６,０００円、これは２７年度当初では６６５棟だったのですが、２８年度は

７７０棟の利用を見込むということで、前年度比較から見ると１０５棟の増となります。

これも多分、２７年度の傾向と同じように、オーロラハウスが工事関係で利用がふえるこ

とによってあふれた人たちがコテージのほうに回ってくると、そういったことでそういう

現象になるのかなということも想定されております。

それから、６３ページ、工事請負費１７２万４,０００円は、天文台の展示室のＬＥＤ

化工事です。それから、備品購入費２７１万１,０００円、大型カメラ用のレンズ一式と

プラネタリウム番組、天体画像用ハードディスク、ＡＥＤ用パッド、コテージ村のストー

ブ２台、草刈り機１台が内容であります。

地域活性化推進費３,３９４万９,０００円ですが、資料ナンバー２７をお開きくださ

い。

資料ナンバー２７は、２８年度の活性化推進事業、陸別チャレンジプロジェクトであり

ます。ここに記載のとおり、予算は２,７０４万３,０００円でありますが、ここに計上し

ていない地域ブランド開発推進専門員、嘱託職員の賃金関係が６９０万４,０００円ほど

ございます。それを合わせますと３,３９４万９,０００円の予算計上となります。活性化

推進専門員がここに記載の金額、ミネラルウォーターについては３万本を製造するという

ことで、それらを含めて２４６万５,０００円、木炭については、今、まだ材料がありま

すので、移動炭窯を使って３回ほど炭をつくって粉砕して薬用植物研究に使うとか、町民

の皆さんに希望があれば配付をするとか、そういったことを考えておりまして、それが２

４万１,０００円。薬用植物研究では１２９万４,０００円であります。２８年度は加工セ

ンター試験圃での研究栽培ですとか、基盤研との連携、事業化に向けた調査研究、地元有

志による組織化の検討なども考えてございます。加工センターの活用、地域ブランド開発

については、予算を計上しておりませんが、引き続きエゾシカ肉を使った商品開発ですと

か、生乳の活用と乳製品の開発、あるいはスイーツ関連の商品の開発、こういったことを

考えてございます。それから、地域おこし協力隊４名１,７８９万２,０００円、２８年度

はここに記載のとおり、新事業支援推進員、酪農支援推進員、商工支援推進員、産業振興

推進員、４名の地域おこし協力隊の採用について、今募集をしておりまして、この地域お

こし協力隊については国も、総務省も奨励しておりまして、一人当たりここに書いてある

とおり特別交付税措置がございます。地域おこし協力隊一人当たり、人件費、それから活

動費を含めて４００万円の特別交付税措置がございます。

それでは、予算書の６３ページのほうにお戻りください。

共済費、賃金については、ただいま言いました地域おこし協力隊員ですとか、活性化専

門推進員、嘱託職員、それらに係る共済費、賃金であります。８節報償費は謝礼金でし

て、今年度も実施しましたけれども、薬用植物の講演会を予定しておりまして、それに係

る講師謝礼。それから、旅費については、チャレンジ・プロと地域おこし協力隊に係る旅

費であります。役務費の通信運搬費、これはミネラルウォーターの送料、保管料は製造工



― 14 ―

場での保管、それから製品検査、これは薬用植物の検査であります。講習手数料、これは

酪農支援推進員の講習手数料ですが、講習は本別農大で講習を受けることになります。委

託料、ミネラルウォーター製造３万本、２０２万４,０００円であります。

次のページ、賃借料、車両借上料３８万７,０００円は、地域ブランド開発、嘱託職員

のリース借上料、作業用機械借上料２１万１,０００円は、薬用植物の加工センター前の

畑でありますが、そこのバックホーの借上料、それから研究用機材等借上料４万３,００

０円は、薬用植物用ですが、ミツバチ受粉試験用で８群のレンタルであります。

１８節備品購入費３６万６,０００円は、地域おこし協力隊、産業振興推進員のパソコ

ン１台、作業用備品２１万４,０００円は土ふるい機ほかです。

企業誘致対策費は、旅費、負担金のみであります。

２項徴税費、税務総務費３,４４２万７,０００円は、給料、手当、共済費で８１５万

９,０００円ほどの増となっております。人件費増が主な要因でありまして、賃金、報償

費から旅費、次のページの２３節の償還金利子及び割引料までは例年どおりの計上であり

ます。

それから、賦課徴収費４０６万６,０００円、１３９万８,０００円ほどの増。これは委

託料で２５９万６,０００円です。２段目の固定資産鑑定評価１４２万６,０００円です。

これは、３年ごとに実施される固定資産評価がえ、今度、平成３０年に評価がえがござい

ます。それに係る事前の宅地の鑑定評価であります。旅費から１２節までは例年どおりの

計上であります。

１９節で、６９ページの一番下、十勝圏複合事務組合２３万１,０００円、これは税滞

納整理機構への負担金でして、現在考えているのは、町税では４人７件の引き継ぎを考え

てございます。

３項戸籍住民基本台帳費１目戸籍住民基本台帳費１,４５７万９,０００円、１０万９,

０００円の減額です。２節の給料から１９節までは例年どおりの計上であります。

４項選挙費１目選挙管理委員会費、報酬から７２ページの負担金補助及び交付金までは

例年どおりの計上ですし、参議院議員選挙費３８１万９,０００円、これは７月１７日の

投票日が報道されております。確定ではございませんが、７月１７日という報道がありま

すが、報酬から１４節までは参議院選挙の必要経費を計上しております。町長町議会議員

選挙費、知事道議会議員選挙費は廃目となります。

７４ページ、５項統計調査費１目指定統計調査費４０万円。前年度から見ると１９８万

９,０００円ほど減額となっておりますが、平成２７年度は国勢調査がございました。そ

れらの経費の減額が主なものであります。報酬から１４節までは例年どおりの計上。

６項の監査委員費１目の監査委員費２２４万６,０００円、２２万２,０００円ほど増で

ありますが、報酬から旅費、１９節までは例年どおりの計上となります。

３款民生費１項社会福祉費、社会福祉総務費ですが、４億６２６万３,０００円で、４,

８２４万３,０００円ほどの増となっております。この中で、まず職員の給料、手当、共
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済費、共済費はその他の共済費１,０００円を除いてですが、職員が７名から９名、２名

増になっておりまして、給料、手当、共済費が職員人件費ですが、１,４２４万３,０００

円ほどの増となっております。

工事請負費で３７９万７,０００円の増。１９節で２,３０９万６,０００円ほどの増。

扶助費で３８７万円ほどの増、繰出金で２９７万７,０００円ほどの増、合わせて４,７９

８万３,０００円が主な増の要因であります。賃金、報償費、旅費、１１節需用費、１２

節、委託料、１４節使用料及び賃借料までは例年どおりの計上であります。

１５節３７９万７,０００円。防犯灯新設・撤去工事ですが、これは栄町の防犯灯３７

基３７灯、このＬＥＤ化工事、それから元町の２基２灯、これもＬＥＤ化工事でありま

す。それと、そのほかに新設とか撤去が出てきたときの工事費がこの３７９万７,０００

円の中に入ってございます。

１９節負担金補助及び交付金で５,３６６万８,０００円。２,３０９万６,０００円ほど

の増となっておりますが、まず社会福祉協議会３,４６３万円で、５９７万７,０００円ほ

ど増となっております。資料ナンバー２８をつけておりますので、後ほどごらんをいただ

きたいのですが、今職員が２名おりますが、ケアマネを含めて２名いますが、この２名が

来年の２９年の３月３１日に退職します。それに伴いまして、職員２名を採用する人件

費、それから２７年度中に１名、年度途中で退職しております。したがって、２８年度は

５名体制ということになりますが、それらの人件費の増。それから、移送サービス１６１

万１,０００円、これは人工透析患者３名の移送費がこの中に入ってございます。

それから、四つ目の臨時福祉給付金１８０万円。資料ナンバー３０をお開きいただきた

いと思います。

資料ナンバー３０は、臨時福祉給付金事業でありまして、趣旨、実施方式、支給対象ま

では同じですが、支給額が２７年度は６,０００円でしたけれども、２８年度は一人３,０

００円ということで、これは全額国の補助金で実施となります。２８年度は６００人を見

てございます。３,０００円の６００人で１８０万円、それ以外の手当関係、賃金、需用

費、役務費、使用料及び賃借料、これは事務費ですが、合わせて２７１万９,９６０円の

予算ということになります。

次、ナンバー３１をお開きいただきたいと思いますが、次のページは年金生活者等支援

臨時福祉給付金概要であります。趣旨は、低所得の高齢者を対象に年金生活者等支援臨時

福祉給付金を実施すると。給付対象者、低所得の高齢者、低所得の障害・遺族基礎年金受

給者、給付額については一人につき３万円、実施主体は陸別町です。支給対象は低所得の

高齢者、低所得の障害・遺族基礎年金受給者、支給時期については低所得の高齢者につい

ては６月ぐらいまでに支給、低所得の障害・遺族基礎年金受給者については、簡素な給付

措置を実施するということで１０月からの支給を考えてございます。これも１００％国の

補助ですので、事務費とそれから１９節で５００人分、１,５００万円の予算を計上して

おります。



― 16 ―

予算書７８ページにお戻りください。

扶助費で１億９,４９５万９,０００円、３,８７０万円ほどの増となっております。医

療費関係、重度、ひとり親、子どもについては、例年並みの考え方でございますが、交通

費助成、高齢者３５６万円、これ、資料ナンバー２９なのですが、修正版の資料をごらん

いただきたいと思います。

修正版の資料、当初事前にお配りしましたナンバー２９の資料は、ちょっと数字に間違

いがございましたので、この修正版で御説明したいと思います。

訂正箇所がありましたのは、２８年度の対象者の数であります。事前配付したのは２７

年度と同じ数字になっておりましたが、２８年度対象者、高齢者が６２９名、障がい者が

１３６名で、合計で７６５名ということの、この数字の修正になります。

予算書の７９ページにお戻りください。

今の高齢者の交通費助成が３５６万円、それから支援費ですが、まず地域生活支援費１

５６万円は、成年後見制度の利用支援１０万円を含んでおります。障害者介護給付費８,

８６５万９,０００円。障害者訓練等給付費６,６５７万８,０００円。相談支援給付費１

４１万４,０００円は５５名分であります。それから、身体障害者更生医療給付費１,２４

６万５,０００円は８名分、その下の補装具交付６４万５,０００円は７名分、療養介護医

療費１９１万４,０００円は２名分。２８節繰出金、国保会計への繰出金が２,９０５万

１,０００円、介護保険事業勘定特別会計への操出金が４,４５７万３,０００円、合わせ

て７,３６２万４,０００円の繰出金となります。

次のページ、８０ページ、老人福祉費です。１億７４２万８,０００円の計上です。比

較すると、１,５０７万３,０００円の増となります。まず、賃金、臨時作業員賃金４万

円、これは、前年度は臨時介護認定調査員の賃金１２５万３,０００円がありましたが、

今年度は科目がえをしてございます。賃金が４万円であります。報償費のうち謝礼１０万

円は高齢者問題研修会、徘徊、虐待などの講演会、講師謝礼であります。敬老祝い金１２

７万円は、喜寿が３５人、米寿が１４人、長寿が５人の５４名であります。旅費から需用

費、役務費は例年どおりの計上であります。

１３節１,４７０万８,０００円のうち、まず３段目の施設等管理運営業務４６８万２,

０００円は、福寿荘、ＮＰＯへの委託料、それから高齢者在宅生活支援事業５０３万円

は、ふれあいの郷、生きがい通所事業の委託料、ＮＰＯ。それから、老人緊急通報システ

ム設置撤去４２万８,０００円、これは既存設置している端末の撤去であります。３０台

分です。それから、施設設備改修、下から２段目、１１７万円。これはふれあいの郷の排

煙窓のオペレーター及び雨漏りの改修であります。成年後見制度法人後見支援事業１９３

万７,０００円。これは３５の１、２に資料をつけておりますので、後ほどごらんをいた

だきたいと思います。これは社協に委託するものであります。

次のページになります。

ソフトウエア保守１８万６,０００円ですが、居宅介護支援事業システムソフトウエア
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保守料でありまして、社協が今やっておりますが、社協の職員が来年の３月に退職すると

いうことで、ことしの１２月までに居宅介護支援事業所を廃止する予定です。したがっ

て、ことしの５月ぐらいに町として居宅介護支援事業所を立ち上げて、１２月ぐらいまで

に社協からの移行を終わらせるという、今のスケジュールで考えてございます。そのソフ

トウエア保守料であります。

それから、１４節使用料及び賃借料の老人緊急通報システム借上料２８２万６,０００

円、これは現在の装置端末機は１０年更新になっております。したがって、設置して１０

年経てば更新をしていくことになりますし、消防署に設置しているセンター装置は５年ご

とに更新ということで、更新する場合は３００万円以上のお金がかかると。今定例会でも

補正予算の減額をさせていただきましたけれども、今度は毎年賃借料で設置をしていくと

いうことで予算計上しております。内容としては、緊急通報はもちろん、火災警報もそう

ですが、人感センサーがついておりまして、その正常異常が家族のほうにメールで送信さ

れるという内容であります。

１８節備品購入費２７３万９,０００円、事務用備品１２１万４,０００円は居宅介護支

援事業用のシステム用のパソコン１台９９万４,０００円、それから後見実施機関耐火金

庫１個１０万円、貸与用のパソコン１台１２万円であります。管理用備品１２万８,００

０円は、老人健康増進センタートイレのストーブ１台の更新。公用車１３９万７,０００

円は、訪問型サービスＡ事業者の事業の実施に伴う貸与用の公用車の購入です。

１９節負担金補助及び交付金は６,２８１万５,０００円。１,８１０万３,０００円ほど

の増ですが、まず後期高齢者の医療広域連合３,７０６万円で、前年度から見ると７３３

万５,０００円の増。補助金、デイサービスセンター、デイサービスの運営事業１,７５２

万２,０００円で、前年度から見ると５９３万８,０００円の増であります。

資料ナンバー３２をお開きください。

３２は、デイサービスセンターの補助金の資料でありまして、２７年度当初と、１２月

補正をしましたのでそのときの数値と、今回計上している数値であります。２７年度当初

と２８年度当初を比較していただくと、要支援１では４６８人から３１９人、１４９人の

減。一方で、要支援２が３１７人から６４５人で３２８人の増。介護度１、１,０４３人

が５８０人で、４６３人の減。介護度２が、７４６人が８６１人で１１１人の増。介護度

３が１２８人から３４６人で２１８人の増、介護度４が２８年度当初ではございません。

マイナス２１８人ということで、トータル２,９２０人に対して２,７５１人ということで

１６９人の減となります。

一方で、介護報酬の比較でありますが、トータルをすると、２７年の当初では２,４０

３万７,９５０円で、２８年度当初では２,０６９万８５０円ということになります。３３

４万７,１００円ほど前年度当初と比較すると介護報酬が下がるということになりますの

で、その分の補助金の上乗せも含めて２８年度当初では１,６５０万６,０００円の補助金

となります。それから、施設改修ですが、デイサービスセンターとしらかば苑の渡り廊下
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のところの窓ガラスブロックを撤去して、断熱樹脂サッシを設置するということでありま

す。これは劣化によって雨漏りがして、廊下の中に入ってくるということがありまして、

それの改修費が１０１万６,０００円、合わせて１,７５２万２,０００円の予算計上とな

ります。

８３ページにお戻りください。

一番上の居宅介護支援事業所運営事業２４９万円、これは北勝光生会の事業所への補助

金ですが、資料ナンバー３３をつけておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思い

ます。

それから、介護予防・日常生活支援総合事業運営事業５２４万１,０００円。これは、

資料ナンバー３４の１から７をつけております。後ほどごらんをいただきたいと思うので

すが、介護保険制度の改正がございまして、介護予防給付のうちの訪問介護と通所介護に

ついて地域の実情に合った取り組みを行う介護保険制度の中の地域支援事業、介護予防・

日常生活支援総合事業に移行すると、したがって給付事業から事業の実施に移行になると

いうことです。したがって、新たな介護予防・日常生活支援総合事業、訪問型サービス事

業が訪問型サービスＡ、これは生活援助が主ですが、緩和した基準によるサービスという

ことで、新年度、ＮＰＯ優愛館が実施いたします。それに対する補助金５２４万１,００

０円です。

２０節扶助費、老人福祉施設入所措置費、町外特養入所者７名分の措置費１,５２８万

９,０００円、それから後期高齢者医療特別会計繰出金１,７８２万５,０００円でありま

す。

○議長（宮川 寛君） 副町長、とめてください。

１１時３０分まで休憩いたします。

休憩 午前１１時１０分

再開 午前１１時２５分

○議長（宮川 寛君） 休憩前に引き続き、会議を始めます。

佐々木副町長。

○副町長（佐々木敏治君） ちょっと間違った説明をした箇所が１カ所ございましたの

で、訂正をお願いしたいと思います。

今、８３ページの扶助費で、老人福祉施設入所措置費７人の１,５２８万９,０００円と

いいましたが、そこで町外特老と言ったと思うのですが、町外養護老人ホーム入所者とい

うことで訂正したいと思います。

それから、２項の児童福祉費１目の児童福祉総務費４５８万９,０００円ですが、２８

２万８,０００円ほどふえております。これは、賃金で１２９万６,０００円、報償費で１

３０万円ほどふえています。まず、賃金の臨時指導員賃金は、発達支援の相談を主な内容

とする指導員でありまして、月１５日程度１日６時間ぐらい、対象は出生、生まれたお子

さんから中学生ぐらいまでを対象にして、そういう相談業務を行うということです。報償
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費１３０万円、出産祝い金です。

資料のナンバー３６をお開きください。

ナンバー３６は、陸別町出産子育て支援祝い金説明資料でして、１の交付対象、出生児

の父もしくは母、その他実際に出生児を養育する者が該当すると。また、次の事項の全て

に該当しなくてはならない。まず、①が保護者が出生児の出生日前から陸別町の住民基本

台帳に住民登録をして、生活の根拠を持っている者、それから、戸籍法でいう出生届けが

出され、町が受理している者、保護者が町税などを滞納していない者ということで、交付

の中止としては、保護者などが転出等の理由により当町に住所を有しなくなったときは、

その時点で交付を中止するということです。祝い金の額ですが、第一子が２０万円、第二

子が３０万円、第三子５０万円、第四子以降１００万円です。予算は１３０万円見ており

まして、第一子５人、第二子４人、第三子２人、それから、第四子以降１名、合わせて１

２名を見込んでおります。支給方法は、第一子から第三子までの祝い金は出生時に１０万

円を支給して、第四子以降については、出生時に２０万円を支給すると。１年経過後で

す。１歳児のときですが、第一子から第三子までは該当する出生児の誕生日に１０万円ず

つを支給するということです。第四子以降については、２０万円を支給するということで

す。ただし、その１年目以降に支給する額の５０％は商工会の商品券を支給するという考

え方であります。支給例としては、ここに記載のとおりですので、参考にしていただきた

いと思います。

予算書の８３ページにお戻りください。

需用費から役務費、委託料、１９節は例年どおりの計上。

２０節扶助費１７０万２,０００円。交通費助成ですが、児童施設通所２０万３,０００

円、これは５名を対象に予算計上しております。

それから、障害者介護給付費８５万８,０００円は、放課後デイサービスが３名、児童

発達支援が２名、保育所訪問支援１名、合わせて６名を見ております。障害者介護給付費

８５万８,０００円は今の説明した内訳です。

相談支援給付費２８万５,０００円は、６名分。身体障害児補装具２８万５,０００円は

１件、障害者育成医療給付費、１名の７万１,０００円です。

児童福祉施設費５,５９９万３,０００円。これは、保育所に係る予算でありまして、

今、予算で見ておりますのは、２歳児が５名、３歳児１６名、４歳児２４名、５歳児１９

名、合わせて６４名の園児を予算で見ております。前年度から見ると６７９万１,０００

円ほどふえておりますが、人件費で４６万８,０００円の増、工事請負費で５０９万円の

増、備品購入費で７１万７,０００円の増、委託料で３５万３,０００円の増で、合わせて

６６２万８,０００円が主なものであります。給料、手当、共済費については、保育士６

名分の人件費であります。給料から、次のページ、賃金、報償費、旅費、需用費、役務費

までは例年どおりの予算計上でありますが、需用費の消耗品費７３万８,０００円の中に

は、紙おむつ用埋め立てごみ袋、２歳児までの支給１７万６,０００円を含んでおりま
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す。

１３節委託料１２７万４,０００円、３５万３,０００円の増ですが、まず施設周辺整備

８０万円、これは２歳児から３歳児用の４連ブランコの設置を考えておりまして、その額

が８０万円。それから、施設設備保守管理から１４節１４万９,０００円は、例年どおり

の計上です。

工事請負費５０９万円、保育所改修ですが、一つは保育所の地下水の排出工事１２６万

８,０００円、保育所の屋根などの塗装工事が３８２万２,０００円であります。

備品購入費７７万６,０００円の管理用備品５万４,０００円は、扇風機４台、保育所に

扇風機がないということで、近年の温暖化でなかなか暑いということもありますので、４

台新規に購入したいということです。教材用備品７２万２,０００円は、跳び箱のミニロ

イター板１台、未満児用いす１０脚、キッズ用テーブルワイド１５台であります。

次のページ、保育所給食費負担金２２５万３,０００円は、園児６４名分であります。

新年度も給食費の無料化を継続するということで、保育所については負担金で全額を見る

ということになります。

２０節扶助費１０７万４,０００円、保育ママ利用助成ですが、保育ママ５人分であり

ます。

それから、児童措置費２,４４７万１,０００円、１９７万円の減額。この児童措置費に

ついては、児童手当の予算科目であります。被用者というのは厚生年金加入者、非被用者

というのは、国民年金加入者であります。これは、被用者、非被用者、これは３歳未満で

して、特例給付は所得制限の該当者です。そして、この下に被用者小学校修了前、非被用

者修了前、それと中学修了前ということになります。

それから、３項国民年金費、国民年金事務取扱費９７４万４,０００円。これは給料か

ら８９ページの役務費までは、例年どおりの計上です。

それから、４款衛生費１項保健衛生費１目の保健衛生総務費４,８７８万３,０００円、

６０万７,０００円の増ですが、給料、職員手当から、次のページ、９２ページの公課費

までは例年どおりの計上です。

２目の保健衛生施設費２,３６４万４,０００円、７５万３,０００円の減額ですが、共

済費から次のページの１４節までは、例年どおりの計上です。

１５節で、１３５万５,０００円、保健センター改修ですが、これは保健センタート

レーニング室のＬＥＤ化工事です。１３５万５,０００円。

備品購入費２１万２,０００円は、多目的室用の掃除機１台、保健センター実習室用の

まな板１０枚、検診時に必要な案内板２枚が予算としての２１万２,０００円です。それ

から、予防費１,９３４万５,０００円。３２８万４,０００円ほどふえております。共済

費、賃金については、例年どおりでして、報償費、謝礼金５９万９,０００円は、従来、

歯科衛生士について賃金で見ておりましたけれども、賃金から報償費に科目がえをしてお

ります。近隣の自治体においては、全て報償費で実施しているということですので、賃金
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から報償費に切りかえをしております。

次のページ、需用費から役務費については、例年どおりでして、１３節委託料で１,５

２８万３,０００円。各種検診事業８０１万３,０００円、前年度から見ると７１万２,０

００円の増。各種予防接種７２０万３,０００円、１１７万８,０００円の増ですが、これ

は資料の３７の１から４がありますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。な

お、ふえている要因とすれば、日本脳炎、３歳から２０歳までですが、２８年度から定期

接種化が義務づけられたと、そういうことでその分の増がございます。なお、資料の３８

の１に、日本脳炎についての資料を添付しておりますので、後ほどごらんをいただきたい

と思います。

それから、扶助費２９７万５,０００円ですが、ここで２２４万９,０００円ほど前年度

より伸びております。まず、妊婦健康診査費１１万２,０００円、これは１名分。新型イ

ンフルエンザワクチンの接種費助成３５名分、１８万円。特定不妊治療費助成１８０万

円、今年度、２８年度より男性も対象にしまして２名分、１５万円の６回の女性も含めて

２名分です。それから、肺炎球菌予防接種４万円は１０名分。妊婦健診交通費助成４２万

円、これは１５名分です。それから、日本脳炎予防接種助成４２万３,０００円。これ

は、償還払いになります。

それから、環境衛生費３９３万円の計上ですが、共済費から役務費、次のページ委託

料、それから使用料までは、例年どおりの計上です。

５目診療所費、操出金１億６,３６５万４,０００円の、これは直診会計への操出金です

が、前年度から見ると３,７６３万７,０００円ほどの減額となっております。

それから、２項清掃費１目清掃総務費１９節負担金補助及び交付金７７９万９,０００

円、まず、池北三町行政事務組合の負担金は前年同額ですが、十勝環境複合事務組合４２

６万８,０００円ということで、６３万１,０００円ほどふえております。実は十勝圏域全

市町村、帯広市を含めてですが、今、汚水処理共同施設整備の計画の準備を進めていま

す。２７年度から２９年度の３年間で各市町村が負担をして汚水処理施設の共同整備事業

ということで、今進めておりますが、供用開始は平成３０年度からになります。陸別町の

場合は、くみ取りのし尿等を帯広市のクリーンセンターにある中島処理場に搬出をしてお

ります。今度は、平成３０年度からは、十勝川浄化センターに完成する下水道処理施設に

くみ取りし尿を搬入するということになります。この十勝川浄化センターに完成する下水

道処理施設が汚水処理施設共同整備事業という名称になります。通称ミックス事業という

ことになりますが、平成２７年度においては、この負担金の中に、３６３万７,０００円

の予算でしたが、この中に３０万５,０００円ほど、ただいま申し上げました共同施設に

係る３０万５,０００円を計上しておりました。２８年度においてはこの環境複合事務組

合の運営費２４２万４,０００円と汚水処理の共同施設事業の負担金１８４万４,０００

円、合わせて４２６万８,０００円の負担となります。なお、１８４万円、この１８４万

４,０００円のうちの１８０万円については、十勝管内の町村、過疎地域に指定されてい



― 22 ―

るところについては、過疎債を財源として充当するということで、十勝総合振興局、帯広

市、環境複合事務組合とも協議が整っております。

９７ページ、し尿搬送助成金３５０万円、これは前年同額です。

２目の塵芥処理費９,８６３万３,０００円、比較すると１００万８,０００円ほどふえ

ておりますが、需用費、委託料、負担金補助及び交付金で９９万８,０００円ほどふえて

いるのが主な要因です。まず、需用費で修繕料８３万８,０００円、これは７３万８,００

０円ほどふえておりますが、ストックヤードのタイヤショベル、ちょっと年式が古くて、

修理をしないと厳しいということで、その修理代が７３万８,０００円ほど修繕料に入っ

ております。役務費は、例年どおりの計上。次のページ、委託料、使用料、それから１９

節も例年どおりの計上です。

３項水道費、専用水道費３９５万２,０００円。これは、小利別専用水道に係る予算と

なります。需用費から役務費、委託料、備品購入費までは、例年どおりの計上になりま

す。備品購入費は管理用備品ということで、水道メーター機の購入になります。

次のページ、２目の水道費２８節繰出金。これは、簡易水道事業特別会計への繰出金

９,１１０万円であります。

５款労働費１項労働諸費１目労働諸費１３２万９,０００円。共済費から次のページの

１９節までは、例年どおりの計上となります。この中で、備品購入費、事務用備品８万

１,０００円、これは町の産業振興課の商工業担当内において無料職業紹介所の事務を

行っております。そこの募集、閲覧用の看板、スタンドが１個８万１,０００円でありま

す。それで、この無料職業紹介所は、十勝管内では陸別が初めて立ち上げまして、現在は

上士幌町も、新聞にも出てもおりましたけれども、挙がっております。この無料職業紹介

所に係る、地域の求人と雇用の関係、そういったもので何らかの組織を立ち上げたいなと

いうふうに思っておりまして、スムーズな求職と求人ができるような組織をつくっていき

たいと、そのように考えております。

１９節負担金補助及び交付金で、補助金、振動病予防対策２４万３,０００円、これは

４５名分であります。

それから、２目の緊急雇用対策費１,９６０万６,０００円、１,８４４万４,０００円の

増であります。２７年度当初は骨格予算で、２６年度予算の明許で当初は計上しておりま

したけれども、需用費、役務費は、前年の実績ベースで計上しております。委託料は１,

７１９万６,０００円。大枠ですけれども、林業が９２８万６,０００円、建設業が７９１

万円を見ております。使用料及び賃借料１０１万２,０００円は、バックホウですとかダ

ンプですとか、チェーンソーですとか、そういう借上料です。

それから、３目の雇用再生対策費９９５万円。これは事業者の雇用促進支援でありまし

て、新規１０名分８４０万円。それから、２７年度からの継続５名分１２６万円、それ

と、求人で事業所が、町の無料職業紹介所を通して求人と求職の方が結婚といったら言葉

があれですけれども、求人と働く方がその事業所に入るようになったときに、移動費とい
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いますか、引っ越し費用の一部を補填したいと、助成したいということで、２７年度から

やっておりますが、移転費用を２９万円ほど見ております。十勝管内は一人３万円、道内

でしたら５万円、道外からでしたら１０万円、合わせて２９万円６名分を見ております。

６款農林水産業費１項農業費１目農業委員会費１,６７２万５,０００円ですが、まずは

農業委員会委員９名、それから職員１名の人件費、農業委員会に係る、事務事業に係る予

算計上であります。１節報酬から次のページの１９節まで、例年どおりの計上でありま

す。

それから、１０４ページ、２目の農業総務費６,２７８万８,０００円、給料、手当、共

済費、これは、職員人件費の計上であります。

それから、３目の農業振興費８,４８７万３,０００円、４７４万３,０００円ほど減額

になっておりますが、大きなものとしては委託料で４９０万３,０００円ほど落ちており

ます。農業振興地域整備計画変更事業２１万６,０００円ですが、前年度は４９１万９,０

００円でしたので、その差額が大きなものです。中山間地域等直接支払事業については、

賃金、旅費、需用費、委託料の写真撮影、それから１９節の１０６ページの中山間地域等

直接支払事業６,１０９万５,０００円、合わせて６,１９７万７,０００円を、この農業振

興費の中で中山間の事業に係る予算を計上しております。

次のページになります。

１０６ページです。

農業関係制度資金利子補給事業４４５万５,０００円は、資料ナンバー３９をつけてお

りますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

それから、農林推進協議会運営事業３５６万７,０００円。内容としては、この協議会

の運営費が２８万円、廃棄物処理、廃プラ、これが１２８万３,０００円。それから農薬

の空瓶の処理が２３万６,０００円。それから、新規就農対策で４１万５,０００円、結婚

支援事業で１３５万３,０００円であります。

それから、農業経営基盤確立資金利子補給６１万２,０００円。

それから、三つ飛んで、陸別町農業近代化資金利子補給事業６０２万７,０００円。こ

れは資料ナンバー４０をつけておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

それから、その一つ飛んで上の青年就農給付金２２５万円は二人分であります。

それから、その下、新農業人育成事業４３２万８,０００円。これは資料ナンバー４１

をつけておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

一番下の新農業人育成事業（営農指導）４０万円についても、資料ナンバー４１を後ほ

どごらんいただきたいと思います。

それから、４目の畜産業費９,１２７万３,０００円、２,１９９万５,０００円の増であ

りまして、負担金補助及び交付金で２１０万５,０００円、貸付金で２,０００万円の増が

主なものであります。８節報償費から１０７ページ使用料までは、例年どおりの計上にな

ります。
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１９節で１,０７２万５,０００円。まず、補助金の２段目、家畜防疫事業５０万円、こ

れは牛舎消毒用でありまして、町の家畜伝染病自営防疫組合に補助です。

それから、クラスター事業２８５万円。この中には、バイオマス調査２００万円も含ま

れております。それから、貸付金、優良家畜導入資金の貸し付け８,０００万円。２７年

度においては、６,０００万円でありましたけれども、今回基金を、３月補正で基金積み

立てをした分をまた２,０００万円取り崩して８,０００万円にしました。内容としてはど

ういうことかといいますと、２７年度、市場での個体の売買価格が非常に高騰しておりま

して、農協からも要望がございました。したがって、８,０００万円に戻しております。

次のページになります。

５目農地費２,５８７万８,０００円、１,６９７万９,０００円の増であります。９節旅

費から１２節は例年どおりの計上です。委託料、農業用施設維持管理で４９５万７,００

０円、１７６万８,０００円ほどの増。これは資料ナンバー４３に箇所図をつけておりま

す。後ほどごらんをいただきたいと思います。

１９節で２,０５１万２,０００円、１,５２１万２,０００円ほどの増となっておりま

す。これは、下から２番目の道営土地改良事業地元負担金３６０万円。これは、道営農地

整備事業トマム地区でありまして、事業費１,６００万円に対して、地元負担分の２２.５

％、３６０万円であります。内容としては、道路点検診断５,０００メートル、工事につ

いては２９年度から３３年度までの５年計画で工事を実施する予定であります。なお、こ

の道営農地整備事業トマム地区については、旅費で１２万８,０００円、需用費で消耗品

５万円、印刷製本費１万１,０００円、役務費で４万６,０００円、１４節使用料及び賃借

料で２万２,０００円、１９節でただいま言いました３６０万円、合わせて４１７万７,０

００円を道営農地整備事業トマム地区として予算を計上しております。

農業競争力強化基盤整備事業負担金１,６５０万円。資料ナンバー８の１をつけており

ますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。補正予算のときも説明しましたけれ

ども、当初２８年度で上げたもののうち、国の補正で２７年度補正に今回まわりました。

明許繰越をしておりますが、それと合わせて２８年度事業を執行するということになりま

す。１,６５０万円の算出は、事業費６,６００万円の２５％、地元負担分ですね、その

１,６５０万円となります。

営農用水管理費、これは、上陸別地区の営農用水とトラリ地区の営農用水の予算科目に

なります。まず、全体事業費としては、上陸別地区営農用水が１,５６８万７,０００円、

トラリ地区が３７８万９,０００円、合わせて１,９４７万６,０００円の予算となりま

す。１１節から１３節までは例年どおりの計上でして、１３節で施設等改修１３１万２,

０００円、これは上陸別とトラリ浄水場の計装機器の保守点検１３１万２,０００円で

す。

それから、１１０ページ、１５節１,０００万円、水道管支障移転です。これは、道道

津別陸別線の線形改良工事に伴う水道管の移転工事であります。資料ナンバー４４に箇所
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図をつけておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

７目の公共草地管理費５３７万７,０００円。共済費から賃金、需用費、役務費、委託

料、使用料までは、例年どおりの計上でして、そのうち修繕料、１１節修繕料８６万５,

０００円の中には、平成元年に購入した消毒車の修繕、ポンプ取りかえ修繕５０万２,０

００円を含んでおります。それから、１５節工事請負費２６８万７,０００円、農業用施

設工事ですが、トラリ地区の公共草地の昨年１０月の強風によって、倒木により配電線が

切れまして、その復旧工事となります。１８節備品購入費１３万円は、トラリ地区公共草

地の平成３年に購入したポンプ用発電機の更新の予算１３万円であります。

８目の農畜産物加工研修センター管理費１,６４７万９,０００円。給料、職員手当、共

済費は職員１名分の人件費になります。賃金、旅費、１１節需用費は、例年どおりの計上

です。１２節も例年どおりの計上。１３節委託料１２７万５,０００円のうち、施設設備

等改修５３万６,０００円。これは平成７年に加工センターができておりますけれども、

身障用トイレと女子用トイレ２台の便座の更新業務になります。この２台ともウォッシュ

レットを使うと水漏れがするということで、更新、取りかえなければだめだという業者の

指摘もございました。１４節も例年どおりの計上。原材料費１３４万４,０００円は、鹿

肉７００キロ、生乳が３,８００キロ、その他スイーツ用ということで１３４万４,０００

円。備品購入費１万７,０００円は、フードプロセッサー１台であります。

２項林業費１目林業振興費７,１００万７,０００円。前年度より２,４７３万１,０００

円ほど増となっております。賃金１３万２,０００円、旅費のうち３万４,０００円、１１

節の消耗品費のうち２１万６,０００円、燃料費３万１,０００円、１４節の複写機使用料

８万７,０００円と車両借上料１４万８,０００円、それと工事請負費１,４４７万２,００

０円、これは、小規模治山事業岡山地区の予算計上でありまして、全体で１,５１２万円

となっております。

それから、１１節の食糧費１万６,０００円、それと、消耗品費のうちの６万５,０００

円、それから、役務費の傷害保険７,０００円、これは町民植樹祭用の予算となります。

なお、岡山地区については、ナンバー４５に箇所図をつけております。後ほどごらんをい

ただきたいと思います。

次のページ、十勝緑化推進委員会から五つ目の全国森林環境税創設促進連盟までは例年

同様ですが、まず森林整備担い手対策推進事業１１４万２,０００円、４９人分ですが、

これは北海道の制度が変わりまして、従来７０歳未満までの方を対象にしておりました

が、２８年度から６５歳未満に改正になります。この制度、制度上の奨励金が減額される

ということになります。一応、予算としては１１４万２,０００円、４９名分です。

それから、補助金の森林保護整備、野ネズミ駆除７５０万２,０００円。これは、年２

回民有林の空中散布をやります。１回当たり１,７６０ヘクタール、１回目は補助が入り

ますけれども、２回目は町単独で実施をします。それが７５０万２,０００円。

一つ飛んで、林業長期就労促進担い手対策１４９万円ですが、これは先ほどの森林整備
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担い手と関連しまして、制度改正に伴う改正前の基準を補償するということで、つまり６

５歳以上７０歳未満の方、それと現実に今、７４歳の方も町内では現役第一線で従業員と

して働いていると、そういうことで、６５歳から７４歳まで町単独で制度を拡大しまし

て、制度改正をいたしました。それが林業長期就労促進担い手対策事業であります。１４

９万円６２名分です。これも資料ナンバー４７をつけております。後ほどごらんをいただ

きたいと思います。

それから、その上の民有林造林事業２,９４７万９,０００円。一つ飛んで、未来につな

ぐ森づくり推進事業。これは、資料ナンバー４６をつけております。後ほどごらんいただ

きたいと思いますが、民有林造林事業においても制度改正をしました。業界のほうから

は、労務単価が上がっているということで、その改正とあわせて補助単価の制度見直しを

行いました。それで、予算としては２,９４７万９,０００円となります。

狩猟費７３５万６,０００円。これは、有害鳥獣関係の賃金、それから報償費はシカ８

００頭、ヒグマ１０頭などの奨励金４３０万９,０００円、需用費、役務費は例年どおり

ですが、１８節備品購入費で１０５万９,０００円、管理用備品ですが、実は今、一斉駆

除のときに個人のアマチュア無線を使っておりましたけれども、実はこのアマチュア無線

を使うというのは法律上はできないことになっていました。したがって、２８年度におい

ては、町で一斉駆除用にデジタル簡易無線を購入して、一斉駆除のときにそれを使用する

ということで、デジタル簡易無線２０台の購入を考えております。

それから、３目の林道新設改良費９,３６３万１,０００円、３,３１０万８,０００円の

増ですが、まず、林業専用道勲祢別線、予算としては全体で１,６２０万４,０００円。こ

れは、資料ナンバー４８をつけております。それから、同じく林業専用道上勲祢別本苫務

線４,５７１万２,０００円。これは、資料ナンバー４９をつけております。陸別薫別支線

２,５０３万４,０００円。これは資料ナンバー５０をつけております。それと、林道管理

事業クンネベツ２号線ほか４路線６６８万１,０００円。合わせて９,３６３万１,０００

円の林道新設改良費となります。

委託料で４,０１５万２,０００円。用地確定測量９９０万円は、林業専用道の上勲祢別

本苫務線の用地確定測量、その下の測量設計２,８２０万円は、陸別薫別支線の測量、そ

れから、専用道上勲祢別本苫務線の測量費、陸別薫別支線が１,２１０万円、上勲祢別本

苫務線が１,６１０万円の測量費となります。

林道維持管理２０５万２,０００円は、弥生勲祢別線ほかの林道管理費。

それから、次のページ、１５節５,０５７万８,０００円。まず、林道開設工事３,５４

４万円は、専用道の上勲祢別本苫務線と、同じく専用道の勲祢別線の２路線の工事請負

費。それから、林道維持管理工事３１７万１,０００円は、クンネベツ２号線ほか２路

線、林道改良工事１,１９６万７,０００円は、陸別薫別支線の工事請負費となります。

○議長（宮川 寛君） 昼食のため、午後１時まで休憩いたします。

休憩 午前１２時０４分
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再開 午後 １時００分

○議長（宮川 寛君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

佐々木副町長。

○副町長（佐々木敏治君） それでは、１１８ページ商工費から説明させていただきま

す。

７款商工費１項商工費１目商工総務費２,４０５万４,０００円ですが、この科目は、職

員の人件費、給料、職員手当、共済費のみの計上です。

２目の商工振興費１億２,２３８万５,０００円、２,１４６万９,０００円の増ですが、

負担金補助及び交付金で１,４４９万７,０００円の増、貸付金で１,０００万円の増、合

わせて２,１４６万９,０００円の増であります。

１９節負担金補助及び交付金、３段目の商工振興事業３,４６１万１,０００円ですが、

これは商工会の運営補助金２,２５２万４,０００円、これには商工青年部５０周年記念事

業も含まれております。それから、プレミアム商品券、夏場２,０００万円、冬場２,００

０万円、合わせて４,０００万円、プレミア率２０％であります。８００万円と事務費１

０万円、合わせて８１０万円。

それから、ぷらっとの共有スペース分の補助金、運営費１４５万２,０００円。共有ス

ペースのテーブル４台、仕切り用カーテン１式、これは備品購入費５３万５,０００円と

いう内容になっております。

それから、次のページ、貸付金８,０００万円、信用保証協会への貸付金でありまし

て、２７年度までは７,０００万円でしたけれども、１,０００万円上乗せしまして、８,

０００万円にしております。したがって、この３倍まで融資枠がありますので、２億４,

０００万円の融資枠まで拡大をしております。

３目の観光費、このうち観光推進専門員１名、嘱託職員ですけれども、その職員に係る

経費、予算が４５６万１,０００円。共済費、賃金、旅費９１万７,０００円のうち、２万

３,０００円、それと消耗品で２万円となっております。

１２節、１３節は例年どおりの計上ですけれども、１９節の負担金補助及び交付金、２

８年度のイベント関係ですけれども、観光協会のりくべつ鉄道まつりが７月２３日、２４

日、しばれフェスティバルが２９年の２月４日、５日、オフロードレース大会、これは５

月の２２日と８月７日、それから、オールジャパンパッチ選手権が４月７日であります。

関連して、夏祭りが８月１３日、ラリー北海道陸別ステージが９月２４日、屋台村が７月

３０日であります。

４目の公園費７３０万円。これはイベント広場ほか公園条例に基づく公園の維持管理費

を計上しております。需要費から１６節までは、例年どおりの計上であります。施設等維

持補修で９１万円、これ委託料ですけれども、イベント広場屋外投光器の木柱が２本ござ

いますが、その木柱２本を、電柱を取りかえると、その経費が９１万円であります。

５目の消費者対策費は、例年どおりの計上、８節から１９節まで。
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８款土木費１項土木管理費１目の土木総務費ですが、４,６２５万４,０００円の予算で

あります。職員給料、手当、共済費、これは職員人件費でありまして、旅費から１９節ま

では例年どおりの計上であります。

それから、２項の道路橋りょう費１目の道路橋りょう総務費６,５８４万４,０００円で

ありますが、この科目は建設課車両１０台の維持管理費１,７４５万６,０００円。それか

ら、グレーダー１台の購入を予定しておりますので、その経費が４,４２３万８,０００

円。道路台帳作成及び修正が４１５万円、合わせて６,５８４万４,０００円であります。

需要費、役務費、委託料が例年どおりですし、備品購入費ではただいま申し上げました公

用車１台、グレーダー平成７年車の更新でありますけれども、備品購入で４,３７４万９,

０００円。資料ナンバー５２に車両仕様をつけておりますので、後ほどごらんをいただき

たいと思います。

２目の道路維持費１億４,４２５万４,０００円。比較で、１,２５６万４,０００円の

増。１３節５４４万８,０００円の増と、１５節で６２５万２,０００円の増、合わせて

１,１７０万円の増が主な要因であります。賃金から需用費、役務費は例年どおりの計上

であります。

１３節の委託料９,８６５万３,０００円。ここで５４４万８,０００円の増であります

が、まず道路維持管理２,２８４万９,０００円、道路維持補修２,０５０万６,０００円、

路面補修１,７０８万６,０００円、縁石取りかえ１,１５１万２,０００円については、資

料ナンバー５３の１、２に一覧をつけておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思

います。

そのうち、区画線設置４５４万５,０００円、路面補修１,７０８万６,０００円、縁石

取りかえ１,１５１万２,０００円、それから１５節の町道のり面補修工事１,４７６万８,

０００円、これは過疎ソフトを充当しております。資料ナンバー２０をつけておりますの

で、後ほどごらんをいただきたいと思います。

工事請負費３,８０２万７,０００円、町道のり面補修工事１,４７６万８,０００円。排

水整備工事２,３２５万９,０００円。これは資料ナンバー５３の１に一覧表をつけており

ますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

それから、１２８ページ、公有財産購入費、土地購入費１１万７,０００円。これは２

０.７５ｍ²、２２節補償補填及び賠償金４９万７,０００円は、町道整備の立木補償であ

ります。これは、町道東１条仲通りの改良工事に伴う財産購入費と立木補償となります。

橋りょう維持費６,３８０万５,０００円、３,３００万１,０００円の増であります。これ

は、１５節で２,７１３万６,０００円の増、１９節で１,２７０万５,０００円の増、１３

節で６８４万円の減額、差し引き３,３００万１,０００円の増であります。

委託料、測量試験費７０２万円。これは上陸別橋の測量試験費。上陸別橋については、

平成２９年度着工予定になります。

それから、１５節４,３８７万６,０００円。橋りょう工事でありますけれども、４,３
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８７万６,０００円。これは、新恩根内橋と弥生橋２橋の工事であります。これは、資料

ナンバー５４をつけておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

それから、１９節１,２７０万５,０００円。北海道市町村支援連絡協議会の負担金です

が、２８年度から３０年度の３年間で、８７橋の橋りょう点検を実施します。２８年度に

ついては、１１橋でありますけれども、その負担金１,２７０万５,０００円です。

それから、道路新設改良費１億７６１万２,０００円。これについては、資料ナンバー

５５に箇所図をつけておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。賃金、旅

費、１１節需要費、役務費、これについては事務費になりまして、町道川向伏古丹連絡線

の事務費となります。工事請負費が４,９００万円、町道川向伏古丹線は４,９００万円の

工事であります。それと、１４節の５２万７,０００円、それと１９節の６０万２,０００

円も川向伏古丹連絡線の事務費となります。

それから、工事請負費は町道殖産４号線５,０６８万２,０００円ですが、これは改良工

事と舗装工事の一部が含まれております。１５節の歩道改良工事５２０万円は、町道通学

道路の工事であります。

それから、５目の街路灯費１５節７１７万円は、街路灯改修で町道３路線２６基のＬＥ

Ｄ化工事であります。箇所図は、資料ナンバー５６をつけておりますので、後ほどごらん

をいただきたいと思います。

それから、３項河川費１目河川総務費３４８万９,０００円。これは、１３節委託料、

普通管理河川鹿山川ほか２河川の維持管理であります。

それから、４項住宅費１目住宅管理費１,８９４万９,０００円。９節旅費から１３節委

託料までは、例年どおりの計上となります。

それから、１５節工事請負費８０５万５,０００円は公営住宅の改修ですが、第１若葉

団地３棟２０戸の給湯器の更新工事となります。

それから、住宅建設費、これは社会資本整備総合交付金事業でありまして、新町団地Ｎ

棟の１棟２戸の建設、それから、緑町団地の外壁塗装、屋根防水工事、Ｗ、Ｘ、Ｙ棟、３

棟６戸でありますけれども、合わせて７,３８６万９,０００円の予算であります。なお、

新町団地Ｎ棟１棟２戸については資料ナンバー５７、緑町団地外壁塗装、屋根防水工事は

資料ナンバー５８をつけております。後ほどごらんをいただきたいと思います。

１３節委託料１,０８０万円は新町団地Ｏ、Ｐ、Ｑ、Ｒ、４棟１２戸の実施設計。１５

節工事請負費６,１７９万７,０００円は、新町団地Ｎ棟１棟１戸４,１３４万３,０００

円。改修工事、公営住宅１,５１１万９,０００円は、緑町団地３棟６戸の外壁塗装、屋根

防水工事。それから、外構工事５１３万円は、新町団地Ｎ棟に係る分。支障物件移設工

事、電話設備２０万５,０００円は、新町団地の工事に当たりまして、地下埋設の電話設

備用の配管がありまして、その移設工事であります。

２２節の補償補填及び賠償金８０万３,０００円。これもＮＴＴの電柱２本の移設補償

費となります。
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それから、５項の下水道費１目下水道費、これは繰出金でして、公共下水道事業特別会

計への繰出金８,９５８万９,０００円です。

９款消防費１項消防費１目の消防費で１億５,８５３万５,０００円ですが、御存じのと

おり４月１日からとかち広域消防事務組合、とかち広域消防局としてスタートいたしま

す。したがって、広域消防に係る予算は、常備消防の分、陸別消防署分が広域の負担金の

ほうに入ってきます。常備消防、消防署に係る予算については、１９節のとかち広域消防

事務組合負担金１億４,２６９万円で計上しております。なお、予算の内訳については、

予算書の１８０ページから１８３ページにありますので、後ほどごらんをいただきたいと

思います。ここに計上しているその他の予算については、陸別消防団に係る予算でありま

して、４月１日から消防団の事務は自治体に移行するということで、消防費として団に係

る予算を、１目に計上いたしました。したがって、報酬から２７節の公課費まで、１,５

８４万５,０００円を計上しております。

内容としては、団員の活動費、被服貸与費ですとか、車両６台の維持管理費、上斗満会

館、小利別会館の維持管理費が主なものであります。なお、４月１日から広域化に伴っ

て、常備消防において消防団事務もしてもらうということになりますので、４月１日付で

陸別消防署員については、陸別町の職員との併任発令をしまして、総務課付の、総務課防

災担当という位置づけの併任発令をいたします。

１節報酬は、団員５６名に係る報酬であります。費用弁償が５３２万円。

次のページ、交際費、需要費、消耗品費２１１万９,０００円には、新入団員用の制服

一式、それから団員用防火ヘルメット更新の経費１４７万円も含んでおります。それか

ら、燃料費関係は、団の車両６台分、食糧費は出初め式と災害出動用のおにぎり関係であ

ります。それから、１２節役務費は例年どおりの計上。１４節は小利別、上斗満の会館の

テレビの受信料。それから、備品購入費５６万５,０００円、消防緊急備品ですが、消防

団員の指揮器というのですか、棒つきの指揮器、これが８基２７万３,０００円。背負い

式消火水槽ジェットシューター３台、新団員の防火衣３名分、５６万５,０００円です。

それで、１９節で、２段目のとかち広域消防事務組合１億４,２６９万円が負担金となり

ます。

それから、２目の災害対策費、１節報酬、これは委員報酬、防災会議２回分でありま

す。需用費１００万１,０００円の消耗品、７２万６,０００円の中には災害対策用の毛布

ですとか、カセットガス、避難所用シート、避難所用飲料水袋など、７０万７,０００円

を含んでおりますし、食糧費２４万３,０００円の中には災害対策用として備蓄食料品、

２０万３,０００円を含んでおります。それから、１８節備品購入費４１万９,０００円

は、災害対策用ですけれども、カセット式ガスストーブ１０台、石油ストーブ６台、三脚

つきＬＥＤライト５台であります。したがって、災害対策用、非常時の備蓄用として１３

６万９,０００円を計上しております。

１０款教育費１項教育総務費１目の教育委員会費、１節報酬から１９節までは、例年ど
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おりの計上となります。

事務局費１億２,２３６万３,０００円、５,１９４万２,０００円の増でありますけれど

も、このうち教員住宅１棟２戸の建設と解体、外構工事４,９８６万８,０００円を含んで

おります。給料、職員手当、共済費、これは人件費でありますし、旅費、需用費は例年ど

おりの計上。役務費の中の建築確認申請２万円、建物災害保険１２万１,０００円、１３

節委託料１３８万円、実施設計、工事請負費４,７９０万４,０００円は、教員住宅１棟２

戸の建設費と解体費、合わせて４,３２１万６,０００円。外構工事が４６８万８,０００

円です。備品購入費、職員住宅用備品、これは物置ですけれども、５０万８,０００円。

教員住宅の箇所図は、資料ナンバー５９をつけておりますので、後ほどごらんをいただき

たいと思います。それから、１９節の中で、一番下の排水設備受益者分担金５万円、これ

は教員住宅建設に係る分となります。

教育振興費１,５５０万２,０００円、５４２万円の増ですが、この中の主なものとして

は、英語指導助手招聘事業、現員クリスの雇用、２年目ですけれども、それが６１２万

７,０００円。それから、学習支援事業、学習支援員１名、特別支援指導員、生活指導員

が１名、同じく生活指導の補助員が１名、６５０万４,０００円です。それから、土曜授

業推進事業１９万２,０００円が主な予算でありまして、合わせて１,２８２万３,０００

円となります。なお、それ以外の経費については、例年どおりの計上となります。

４目のスクールバス運行管理費３,４０３万１,０００円、４９０万３,０００円の増で

すが、このうち４２４万４,０００円は、スクールバスの更新に係る予算でありまして、

４９０万３,０００円の中に４２４万４,０００円のスクールバス更新事業が含まれており

ます。なお、スクールバス更新のワゴン車タイプのものについては資料ナンバー６０をつ

けておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。このスクールバス更新につ

きましては、平成１２年１１月に購入した小利別線のバスですが、１５年を経過してきて

劣化がひどいと、したがって運行に支障があるということで、現在はスペアバスで運行し

ているところであります。それと、児童数が減少しているということで、１４人乗りのワ

ゴン車タイプの購入ということで、備品購入費で４０９万６,０００円の予算を計上して

おります。

教育研究所費は、例年どおりの計上となります。

それから、２項の小学校費、学校管理費、１４４ページになります。２,４９３万６,０

００円、５６２万６,０００円の増ですが、工事請負費で６７１万８,０００円の増。需要

費で９６万５,０００円の減となっております。報酬、需要費、役務費、委託料、使用料

については、例年どおりの計上ですけれども、１５節工事請負費６７１万８,０００円

は、外構改修工事ですが、学童保育所駐車場の４４３平方メートルの舗装工事でありま

す。これは、保護者からの苦情もあるということで、今回予算を見ております。

１８節、１９節は例年どおり。

教育振興費の７２０万４,０００円ですが、需用費から２０節の扶助費までは、例年ど
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おりの計上です。その中で１９節の給食費補助事業４５６万円、これは生徒９５名分の補

助金でありまして、これには過疎ソフトを充当しております。

それから、３項中学校費１目学校管理費１,８６４万５,０００円で、前年度から見ると

７２万４,０００円ほど減です。需用費の中では、燃料費で４５４万３,０００円ですが、

１５３万９,０００円の減額。光熱水費、２７３万７,０００円の中に電気料も入っており

ますけれども、電気料の減額が２０万６,０００円ほどございます。需用費、役務費、委

託料、使用料までは例年どおりでして、施設整備１１８万３,０００円、これはグランド

の草刈りが５４万５,０００円、職員玄関前の不凍液の取りかえが４９万２,０００円、体

育館入り口改修が１４万６,０００円の内訳となっております。１５節工事請負費８２万

１,０００円、外構改修工事であります。

教育振興費６７１万２,０００円ですが、１０５万４,０００円ほどの増となっておりま

す。需用費、役務費、委託料、使用料、備品購入費、それから負担金補助及び交付金、扶

助費、例年どおりですが、１９節補助金で給食費補助事業２８４万２,０００円は生徒４

９名分となります。

それから、４項社会教育費１目の社会教育総務費１,９４４万９,０００円、９６８万

３,０００円の増ですが、この主な事業としては、中学校の海外研修派遣事業、それが４

９３万６,０００円。それから、冒険・体感ｉｎとうきょう派遣事業が１７５万６,０００

円。文化芸術鑑賞が２００万円、学童保育事業が５９９万８,０００円となっておりま

す。今言った事業がこの予算の主なものでございます。報酬、共済費、賃金、この賃金、

嘱託職員賃金、一番下の臨時指導員賃金、これは学童保育所の賃金となります。指導員賃

金は、社会教育指導員の賃金であります。

報償費から９節旅費、需用費、役務費、委託料、１４節までは、例年どおりの計上で、

備品購入費１２万５,０００円は、学童保育所用の座卓３台、ホットプレート２台、テプ

ラ、物干し、ハンドミキサーなどが内容であります。

１９節負担金補助及び交付金、負担金については例年どおりで、補助金のうち、文化団

体活動推進事業８０万８,０００円は、文化協会に３４万８,０００円、郷土研究会に２１

万円、ふれあいカラオケチャリティーショーが２８年度は２５周年になるということで、

その記念事業として２５万円が内訳となっております。交付金では、成人記念事業２０万

４,０００円ですが、対象者は５１名となっております。

それから、下から二つ目の中学生等海外派遣は３４４万円、生徒１６名と引率２名、冒

険・体感ｉｎとうきょう実行委員会１４５万６,０００円は、児童１４名、引率２名の内

訳であります。

２目の公民館費１,１９８万円。報償費から需用費、役務費までは前年同様でして、１

３節委託料５５８万８,０００円の中の施設整備９万８,０００円、これは煙突のアスベス

ト含有分析調査費でございます。

それから、１５節工事請負費１９１万９,０００円、公民館改修ですが、誘導灯のＬＥ
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Ｄ化工事１２８万３,０００円、燃料配管取りかえ工事６３万６,０００円の内訳でありま

す。

３目の文化財保護費１４７万５,０００円は、報酬から１９節までは例年どおりの計上

であります。

５項の保健体育費１目の保健体育総務費３３２万５,０００円。これも、報酬から１４

節までは、例年どおりの計上であります。備品購入費で教育用備品２４万１,０００円。

これは冬期間の健康増進用と講座用でスノーシュー８組の購入であります。

それから、１９節負担金補助及び交付金は、例年どおりの計上。

２目の体育施設費２,１９７万４,０００円、６３７万２,０００円の増でありますが、

今年度の大きな変更点は７節の賃金、臨時管理人賃金で１１０万８,０００円、それか

ら、臨時作業員賃金６５万２,０００円、これは１００人工です。特に臨時管理員賃金１

１０万８,０００円は、今まではプールの監視員を、２７年度までは業者に委託しており

ましたけれども、町内業者ですが、本来プールの監視員というのは警備業法に基づく認可

を受けていないとこのプール監視員の業務はできないということで、町内にそういう業者

がございませんので、２８年度からは直営で臨時職員を雇用してプールの監視に当たらせ

るということであります。

需用費の修繕料１３８万２,０００円は、パークゴルフ場からまつコースの照明電線脱

落修繕が４０万３,０００円、プールのろ過循環ポンプ修繕が７０万５,０００円の内訳で

す。役務費から委託料、使用料及び賃借料は例年どおりで、工事請負費２０２万２,００

０円、体育施設改修工事、これはサッカー少年団の要望がございまして、緑町スポーツ広

場に照明１基を増設する工事であります。

１８節備品購入費２５８万４,０００円、管理用備品８３万７,０００円は、プールのロ

ングビート１枚、プールクリーナー１台、ＡＥＤ１台、自動体外式除細動器ですけれど

も、１台の購入。公用車１７４万７,０００円は、平成３年に購入した乗るタイプの芝刈

り機、シバウラの草刈り機ですが、平成３年に購入しておりますが、２４年、今経過し

て、大分老朽化しているということで、その更新であります。

学校給食費５,９２０万４,０００円、３３０万４,０００円の減額であります。給食セ

ンターも稼働してから１年経過してきて、ある程度維持管理費の実績ベースを把握してき

ております。したがって、給食に係るアンケートを実施したり、そういう要望などを受け

たり地元調達の向上も一層今後も図って行きたいという教育委員会の考え方であります。

給料、手当、共済費については、職員の人件費でありますし、賃金で１,０１８万６,００

０円で、４６２万１,０００円の減額になっております。実は、嘱託職員１名、昨年の７

月に退職して、今欠員でありますけれども、嘱託職員二人分の人件費。それから、臨時作

業員賃金、調理員賃金ということで見てございます。この中で、臨時作業員賃金１３万

２,０００円は、給食センター裏に陸別小学校の野菜畑をつくるということで、それに係

る作業員賃金であります。旅費、需用費、役務費は、前年度と同様の考え方で計上してお
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ります。それから、１３節委託料、３０９万２,０００円のうち、施設整備で２２２万８,

０００円。これは、保健所の指摘もございましたが、受水槽滅菌装置を設置、それから洗

浄室コンテナプールにエアーカーテンを設置、温水ポンプタイマー新設などの２２２万

８,０００円であります。

それから、１４節使用料及び賃借料、原材料費は同じ。備品購入費２５万円は事務用プ

リンター１台、これは平成１８年のものを再利用しているものでして、１０年目になると

いうことでの更新。掃除機１台、これも陸別中学校の古いものを使っていたということ

で、支障を来しているということで更新。それから、給食用のステンレス製食缶２個の内

訳となっております。

１１款災害復旧費１項の農林水産業施設災害復旧費１目の農業用施設災害復旧費、２目

の林業用施設災害復旧費、それぞれ例年どおりの計上であります。

それから、１６４ページ、２項公共土木施設災害復旧費１目道路橋りょう災害復旧費。

これも旅費から負担金補助及び交付金までは、例年どおりの計上。

１２款公債費１項公債費１目元金、２目利子、それぞれ元金４億９,７１６万３,０００

円、利子４,６１８万４,０００円の計上であります。なお、１７３ページに地方債の現在

高見込み額一覧がございますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

予備費が４００万円、前年同額であります。

以上で歳出を終わりまして、歳入、１１ページをお開きください。

歳入、１１ページであります。

１款町税１項町民税１目個人１億１１５万８,０００円、現年課税分で１億９５万１,０

００円、滞納繰越分で２０万７,０００円ですが、まず、本年度予算の１億１１５万８,０

００円については、１２月補正後が１億５１５万７,０００円でしたので、それの９６.２

％を計上しました。対前年比でいうと１.８％の増であります。現年度分につきまして

は、１７年度当初から見ると１.８％の増、１２月補正から見るとマイナスの４％の計上

となります。ただ、この金額１８０万円ほどふえておりますけれども、これについては所

得増が見込まれるということでの予算となります。２目法人については、１,５７０万２,

０００円、現年度分ですが、１２月補正後から見ると、２７.２％の減となります。当初

予算で比較しますと、３２８万３,０００円ほどの増。逆に２６.４％の増となります。要

因としては町外に本社のある法人所得の増が見込まれると。要因とすれば、１２月補正と

同様の理由になるということであります。

それから、２項の固定資産税１目の固定資産税１億４,４７９万５,０００円ですが、１

２月補正後から見ると１.５％の減、当初予算比較でいきますと０.８％の増となります。

現年度分では、１億４,４６９万９,０００円で、１２月補正から見ると１.５％の減、

当初予算で見ると０.８％の増となります。要因とすれば、民間アパート、個人住宅の増

があります。

それから、２目国有資産等所在市町村交付金は７０５万９,０００円であります。
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３項軽自動車税１目軽自動車税６２２万３,０００円、現年度分６２１万９,０００円で

すが、２７年度当初から見ると１８.７％の増。車としては１,２０６台分であります。

次のページ、４項たばこ税であります。当初予算では、２,１７６万円で、１０９万９,

０００円の増。１２月補正から見ると、０.４％の増ですが、たばこの本数自体は減って

おります。当初比較すると、約２万５,０００本程度減っております。禁煙者が増加して

いるということでありますけれども、一方では、旧３級品といわれる、わかばですとか、

エコーなど、これらの特例税率が段階的に縮小廃止されていくということで、２８年度か

ら３１年の間ですけれども、２８年度においては、１,０００本当たり、２７年度まで２,

４９５円だったものが２,９２５円と、４３０円ほど単価が上がります。したがって、そ

れに伴う１０９万９,０００円の増となります。

２款地方譲与税１項の自動車重量譲与税１目自動車重量譲与税は、２７年度までの実績

ベースを見て、５,０１０万８,０００円を計上しました。

それから、２項地方揮発油譲与税も実績ベースを見て、２,１４１万７,０００円の計

上。

３款利子割交付金についても同様の５６万１,０００円。

４款配当割交付金も同様の１１６万７,０００円。

５款株式譲渡所得割交付金６２万３,０００円も同様であります。

６款地方消費税交付金３,２０８万２,０００円。これは消費税分でありまして、地方消

費税交付金が２,６６４万２,０００円。その下の社会保障財源交付金、これは地方税法に

明記されましたけれども、消費税が３％上がった分、それについては、社会福祉、社会保

険、保健衛生のほうに充当が義務づけられております。その分が５４４万円で、１８４

ページにその資料がございますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

それから、７款自動車取得税交付金８８８万６,０００円の計上。

８款地方特例交付金３９万３,０００円は、住宅ローンの控除分であります。

９款地方交付税については、普通地方交付税で１９億８,２９７万６,０００円を見まし

た。２７年度当初から見ると、３.３％の増となります。それと、特別地方交付税１億８,

０００万円を計上しまして、合わせて２１億６,２９７万６,０００円、前年度から見ると

３.１％の増となります。

次のページ、１０款の交通安全対策特別交付金、科目存置１,０００円であります。

１１款分担金及び負担金、農林水産業費分担金９４０万３,０００円。これは、農業競

争力基盤整備事業分担金でありまして、道営農道基盤整備事業、地元受益者負担分であり

ます。

同じく、民生費負担金、これは老人福祉費負担金。老人福祉施設入所措置等徴収金２６

２万３,０００円で、町外の養護老人ホーム入所者７人分の負担金であります。

それから、１２款使用料及び手数料１項使用料１目総務手数料４,１７８万２,０００

円。行政財産使用料７０５万８,０００円ですが、ここに記載のとおり庁舎等使用料から
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体育施設使用料まで、例年どおりの計上であります。

それから、福祉館使用料は例年どおり。

タウンホール使用料も例年どおり９万５,０００円。

ふるさと交流センター使用料１,６４９万２,０００円。これは３２３万１,０００円ほ

ど、前年度から見ると増となっております。歳出でも説明しましたけれども、利用者増に

伴う予算計上であります。

それから、銀河の森宇宙地球科学館等使用料１,８１３万６,０００円で、２０４万６,

０００円の増ですが、これもコテージの使用料１,５１５万９,０００円ですが、２０８万

１,０００円の増、利用者の増を見込んでおります。

２目の民生使用料、老人福祉使用料１７０万４,０００円。これは、福寿荘入居者６人

の使用料。

児童福祉使用料、これは保育所３７９万２,０００円ですが、前年度から見ると４３６

万８,０００円の減です。これは、条例の改正をしました。保育料の見直しと、多子の負

担軽減を図るということで減額となります。

福祉住宅使用料は、からまつハウス６戸分の使用料。

３目衛生使用料、公衆浴場２３５万２,０００円。

それから、水道使用料は、小利別地区水道料、専用水道の使用料であります。３９０万

円。これは２３戸３７件分の使用料となります。

４目の農林水産使用料、１節の農林水産使用料１１万６,０００円。これは、加工セン

ターの使用料です。

営農用水使用料５２０万円ですが、上陸別地区が３００万円、２９戸の３６件。トラリ

地区が２２０万円、１９戸の２２件分であります。

６目土木使用料７,２２４万２,０００円。このうち住宅使用料６,９７９万５,０００円

で、前年度から見ると１５６万５,０００円の増となります。

１７ページ、３節の学童保育所使用料１７１万円。これも前年度から見ると８１万円ほ

どの減となりますが、これも保育料と同じように、学童保育所についても保育料の見直し

と多子利用の負担軽減を図ったところであります。

それから、２項手数料１目総務手数料１７５万９,０００円。総務手数料については、

例年どおりの計上。

２目の衛生手数料１節の衛生手数料も例年どおりの計上であります。その中で、ごみ処

理手数料５７０万４,０００円は、指定ごみ袋の販売が５５０万円、事業系一般廃棄物処

理手数料が２０万４,０００円となっております。

次、１３款国庫支出金１項国庫負担金１目の民生費負担金１億２,１２４万８,０００円

の計上で、１,５８６万１,０００円の増です。

社会福祉費負担金ですが、８,９８７万６,０００円であります。上の国民健康保険事業

保険基盤安定負担金３７０万円は、国保税の軽減分、保険者支援分の７４０万円の２分の
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１分であります。この３７０万円は、国保会計への繰出金に充当されます。障害者介護給

付費負担金、障害者訓練等給付費負担金、その下の身体障害者自立支援医療費負担金、身

体障害者補装具交付及び修理負担金、障害者相談支援費負担金、それぞれ国の負担２分の

１分の計上であります。なお、障害者相談支援費負担金は５５名分の計上であります。

次の１９ページ、一番上、低所得者保険料軽減負担金３４万２,０００円。これは介護

保険会計への操出金への充当となります。低所得者保険料軽減分は、６８万５,０２０円

でありますので、その国の負担分、２分の１分３４万２,０００円です。

それから、２節の児童福祉費負担金３,１３７万２,０００円は、この中で被用者児童手

当、特例給付、非被用者児童手当、被用者小学校修了前、非被用者小学校修了前、下から

３段目の中学修了前、これは児童手当の財源となるものであります。それから、６行目の

障害者介護給付費負担金、身体障害児補装具交付、障害者育成医療費負担金、これもそれ

ぞれそ２分の１分。それから、障害児相談支援費負担金、２分の１、これは６名分であり

ます。子どものための教育・保育給付費負担金１,３９５万１,０００円は、保育所運営費

に充当となります。

次、２項の国庫補助金１目の総務費補助金、総務管理費補助金２１７万３,０００円、

マイナンバーにおける整備補助金であります。

それから、２目民生費補助金、１節社会福祉費補助金２,０９５万６,０００円。地域生

活支援事業補助金２分の１分。それから、臨時福祉給付金事務費補助金、臨時福祉給付金

事業費補助金、これは資料ナンバー３０をつけております。それから、権利擁護人材育成

事業補助金１７９万４,０００円は、資料ナンバー３５の１、２をつけておりますので、

後ほどごらんをいただきたいと思います。

それから、年金生活者等支援臨時福祉給付金事務費補助金６１万円。年金生活者等支援

臨時福祉給付金事業費補助金１,５００万円。これは資料ナンバー３１をつけてあります

ので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

それから、２節の児童福祉費補助金３２８万３,０００円。子ども・子育て支援交付金

ですが、これは学童保育所と子育て支援センターに充当となります。

３目の土木費補助金９,７４０万円。１節の道路橋りょう費補助金６,６２６万円は、ま

ず建設機械整備補助金２,６２２万円。これはグレーダー分です。橋りょう長寿命化修繕

事業交付金４,００４万円。これは、新恩根内橋、弥生橋の工事、上陸別橋の調査設計に

係る補助金。

２節の住宅費補助金３,１１４万円は、社会資本整備総合交付金、新町団地Ｎ棟１棟２

戸、緑町団地の改修に係る分の補助。

４目教育費補助金１節の教育総務費補助金、学校支援地域本部事業補助金１８万７,０

００円。へき地児童生活援助費等補助金、これはスクールバス購入の補助金、定額補助で

あります。

それから、３項の委託金、これは事務事業の委託金でありまして、１目総務費委託金、
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ここに記載のとおり。選挙費委託金。これは参議院議員選挙費ですね。３３５万円。

それから、２目民生費委託金、ここに記載のとおりであります。

１４款道支出金１項道負担金１目民生費負担金、１節社会福祉費負担金６,７０５万９,

０００円で、２段目の国民健康保険事業保険基盤安定負担金１,２１２万５,０００円です

が、国保軽減に係る財政支援分１,３７０万円の４分の３分、１,０２７万５,０００円。

それと保険者支援分７４０万円の４分の１分、１８５万円であります。後期高齢者医療保

険基盤安定負担金１,０７１万円。これは４分の３分になります。それから、その上の国

保の保険基盤安定負担金は、繰出金の財源。その下の後期高齢者も特別会計への操出金の

財源となります。それから、障害者介護給付、障害者訓練、身体障害者自立支援、身体障

害者補装具交付、障害者相談支援。これはそれぞれ道の負担分４分の１分の額でありま

す。低所得者保険料軽減負担金も４分の１分でありまして、これは介護保険会計への操出

金の財源となります。

２節の児童福祉費負担金１,１２４万４,０００円。上の被用者児童手当、非被用者、被

用者小学校修了前、非被用者小学校修了前、それから三つ飛んで、中学修了前、特例給

付、これは児童手当に係る負担金であります。障害者介護給付、身体障害児補装具、障害

者育成医療、これは４分の１分の負担金。障害児相談支援費負担金７万１,０００円、４

分の１ですが、これは６名分になります。子どものための教育・保育給付費負担金６９７

万５,０００円は、保育所運営に係る充当となります。これも４分の１分となります。

それから、２項道補助金の総務費補助金、総務管理費補助金５５０万円、地域づくり総

合交付金ですが、総務課の防災対策、災害対策費で６０万円の補助。これは２分の１分で

す。

それから、企画財政の空き家調査に４９０万円の補助。合わせて５５０万円です。それ

から、社会福祉費補助金６７４万６,０００円は、ここに記載のとおりでありますし、児

童福祉費補助金、子ども・子育て支援交付金は、学童保育所、子育て支援センターへの充

当となります。

次が、農業費補助金の２４ページの下から二つ目ですが、新規就農総合支援事業補助金

２２５万円、これは歳入歳出同額で、青年就農給付金で二人分、食料供給基盤強化特別対

策事業３５４万８,０００円は、農業競争力基盤整備事業ですが、道営農業基盤整備、受

益者負担が本来２５％ですが、そのうちの１７.５％、北海道分が８.７５％、陸別町８.

７５％となりますが、その８.７５％分をパワーアップ事業として農家負担の軽減を図る

ということで、３５４万８,０００円の補助があります。

それから、林業費補助金６,９２６万９,０００円は、ここに記載の事業に充当されま

す。

商工費補助金、消費者対策費補助金９５万４,０００円も同様であります。

３項委託金、総務費委託金、衛生費委託金、農林水産業費委託金、商工費委託金、土木

費委託金。ここで、土木費委託金の陸別川樋管管理委託金を除いて、それぞれここに記載
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の、北海道の権限移譲に係る予算となります。権限移譲及び事務に係る委託金となりま

す。

それから、教育費委託金は、土曜授業推進事業に係る補助金１９万２,０００円。

１５款財産収入１項財産運用収入、１目の財産貸付収入、土地建物貸付収入は例年どお

りの計上であります。ここで、まず移住促進住宅貸付金、貸付収入８６万円。これはモデ

ル住宅とちょっとぐらし住宅２戸分の計上。その下の定住促進住宅貸付収入１７０万円

は、旭町の森林管理署アパート６戸分、その下の移住産業研修センター貸付収入２４０万

円は、８戸分の２万５,０００円の１２カ月であります。

それから、通信設備貸付収入９０９万７,０００円は、光ファイバー網の貸付収入です

が、４６８件、前年度から見ると２８件増の９０９万７,０００円。

機械器具等貸付収入、これはコントラへの貸付収入ですが、４７９万３,０００円。

それから、２目利子及び配当金については、各基金の利子が財政調整基金から給食セン

ターの基金まで、配当金として帯広空港ターミナルビルの株主配当が１万１,０００円で

あります。

それから、２項の財産売払収入１目の不動産売払収入、土地売払、建物売払は、科目存

置であります。

２目物品売払収入、生産物売払収入１,４１２万３,０００円は、町有林の素材売払収

入、これは間伐の上陸別、それから、町有林の立木販売、主伐で弥生分、これは資料の２

４の１にありますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

それから、１６款寄附金は科目存置。

１７款繰入金、基金繰入金は財政調整基金から２９ページの学校給食センター管理運営

基金まで、内訳は説明欄のとおりであります。合わせて３億３,９１０万円の取り崩しと

なります。

１８款繰越金については、１,０００万円、前年度同額。

１９款諸収入の延滞金、前年度より３万円減の５万円。

加算金は、科目存置。

２項の町預金利子１目の町預金利子２０万９,０００円。これは町預金利子。

それから、３項貸付金元利収入、家畜導入貸付金収入３,８７８万２,０００円は、優良

家畜導入に係る貸付金の約定償還金であります。

貸付金元利収入の、この中で、信用保証貸付金８,０００万円、これは歳出と同額で、

７,０００万円から１,０００万円増の８,０００万円にしております。

それから、奨学資金貸付金収入ですが、高校生一人、高校、短大で二人、大学などで４

人、計７名で滞納はありません。

４項の受託事業収入１目の農業費受託事業収入。トマム地区農地整備事業監督等補助委

託、道営農地整備事業トマム地区の事業収入で、２目土木費受託事業収入は道道除雪の受

託収入。
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５項雑入の滞納処分費、それから弁償金については例年どおり。

雑入の介護予防支援報酬も前年同様。居宅介護支援報酬１００万６,０００円。

社協が２８年度で廃止ということで、町の事業所立ち上げに伴い、その収入を計上して

おります。

それから、高齢者福祉施設負担金。これは、福寿荘６名分の負担金。

学校給食費等は、１,２１６万４,０００円。小学校９５人、中学生４９人、保育所６４

人、職員は２５１万円で、前年度より９万７,０００円の減額。あと、電話使用料、電気

等使用料は、例年どおりの計上であります。

雑入の四つ目、建物災害共済金１３４万３,０００円は、トラリの公共草地の電気配電

線施設の災害共済金であります。２分の１分。

それから、下から四つ目の水道管移設等補償費３２９万８,０００円は、道道津別陸別

線の線形改良に伴う水道管の支障移転保障費となります。

あと、中からちょうど下に、加工センター関係の加工品等販売代金２６８万１,０００

円、これは鹿ジャーキーですとか、鹿しぐれ煮、牛乳などの販売収入となります。

それから、一番下の売電収入。これは陸別小学校の太陽光発電の売電収入であります。

それから、ミネラルウォーター売り払い代金４９万円。それから、退職手当組合精算金１

４０万円は、池北三町行政事務組合より、陸別消防署員の退職手当組合負担金の精算に伴

う戻入となります。

それから、一番下、移住産業研修センター賄い負担金８戸の２万円の１２カ月分であり

ます。

起債であります。２０款町債でありますけれども、総務債。まず、過疎自立、総務債で

１億７２０万円。過疎地域自立促進特別事業、これがソフト事業になります。７,４７０

万円。このソフト事業充当一覧が、資料ナンバー２０がありますので、後ほどごらんをい

ただきたいと思います。

防災行政無線整備事業３,２５０万円。これ、過疎債です。

保健衛生債１８０万円。これは、先ほど歳出で説明した、十勝環境複合事務組合の下水

道処理施設共同整備負担金１８４万４,０００円のうちの１８０万円を過疎債として充当

すると。

それから、農業債６６０万円は、上陸別地区営農用水。林業債４,９１０万円、小規模

治山岡山、これは一般単独。林業専用道８００万円は、過疎債。

次のページ、林業専用道の上勲祢別本苫務線２,２５０万円も、それから経営林道陸別

薫別支線１,１５０万円も過疎債。

土木債の道路橋りょう債。まず、公用車購入、雪寒機械グレーダー１,４３０万円。そ

れから、町道川向伏古丹連絡線、それから二つ飛んで、殖産４号線、上陸別橋改修、通学

道路整備、これは過疎債となります。３段目の新恩根内橋改修、弥生橋改修、これは辺地

債となります。
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それから、消防債の消防自動車購入、これは指揮車ですが６５０万円。これも過疎債と

なります。

教育債では、教育総務債、教員住宅建設４,７９０万円も過疎債。学校教育施設整備

債、スクールバス購入２００万円、これも過疎債。社会体育施設整備２００万円、これも

過疎債となります。

それから、７目の臨時財政対策債は１億１,６００万円の計上であります。

以上で歳入を終わりまして、７ページをお開きください。

第２表債務負担行為。

事項として、平成２８年度の陸別町農業近代化資金利子補給。平成２９年度から平成３

７年度。限度額６４０万円。

平成２８年度陸別町中小企業経営安定資金利子補給。２９年度から３８年度まで。１８

６万５,０００円。

第３表地方債。

ここに記載のとおりの一般単独事業で岡山地区７００万円。

辺地対策事業で新恩根内橋、弥生橋１,１９０万円。

過疎対策事業では、過疎地域自立促進特別事業、これ過疎ソフトですが、それから、次

のページの社会体育施設整備事業まで、過疎債は３億３,８３０万円。そして、臨時財政

対策債１億１,６００万円。合わせて４億７,３２０万円であります。起債の方法は、普通

貸借、または証券発行。利率、償還の方法は、ここに記載のとおりであります。

以上で、議案第２５号の説明を終わりまして、次、議案第２６号の説明に移ります。

○議長（宮川 寛君） とめてください。

２時１５分まで休憩いたします。

休憩 午後 ２時０３分

再開 午後 ２時１５分

○議長（宮川 寛君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

佐々木副町長。

○副町長（佐々木敏治君） それでは、議案第２６号の説明に移ります。

平成２８年度陸別町の国民健康保険事業勘定特別会計予算は、次に定めるところによ

る。

歳入歳出予算。

第１条第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳

出予算」による。

歳出予算の流用。

第２条、地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の金

額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

第１号、保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における同一款内
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でのこれらの経費の各項の間の流用。

資料ナンバー６１に、国保会計予算年度別比較表をつけておりますので、後ほどごらん

をいただきたいと思います。

それでは、事項別明細書、歳出１２ページをお開きください。

１２ページ、歳出であります。

１款総務費１項総務管理費１目一般管理費、９節旅費から積立金までは例年どおりの計

上でありますが、今回、新たにレセプト点検処理１８０万６,０００円の中で、ジェネ

リックに切りかえられる薬がどのぐらいあるかの調査と、院外処方と院内処方含めてです

が、後発医療医薬品普及率分析業務というのをレセプト点検業者に委託をして、５８万

５,０００円ほどですけれども、ジェネリックの普及に係る調査をするということの予算

を見ました。

それから、積立金、これは国保の基金の利子であります。

２目の連合会負担金は例年どおり。

２項の徴税費、１目の賦課徴収費、１１節の需用費から役務費、負担金補助及び交付金

までは例年どおりの計上ですが、１９節で４０万円は、十勝圏複合事務組合、税滞納整理

機構への負担金ですが、今回４人で１３４万８,６００円の国保税の引き継ぎを予定して

おります。

それから、３項の運営協議会費１目運営協議会費、報酬から旅費は、前年度と同額の計

上であります。

それから、２款の保険給付費、１項療養諸費で１目一般被保険者療養給付費２億２,５

００万円、前年度と同額の計上をいたしました。３月補正で医療費は伸びて追加補正をし

ましたけれども、そういう実績ベースで当初予算から計上していきますと、歳入不足が生

じると。そうすると、その分は一般会計から繰出金で賄わざるを得ないということになり

ますので、ある程度そういう年度内での医療費の増額についても補正予算で対応するとい

うことで、ここ二、三年、ある程度医療費を、２億２,０００万円ぐらいをベースに予算

計上しまして、国保会計で見ております。

それから、２目の退職被保険者等療養給付費５００万円。５００万円の減額ですが、こ

れは実は、平成２０年に後期高齢者医療制度がスタートしました。その際に、法的に退職

被保険者療養給付費については、２６年度で新規加入は廃止するということになっていま

した。したがって、平成２７年４月１日から６０歳、厚生年金関係入っていて年金受給権

がつく方が６０歳で、従来であれば、退職被保険者として退職保険に入れたのですけれど

も、２７年の４月からは新規加入はできないと。つまり、一般被保険者となるということ

です。ただし、平成２７年の３月３１日までに、６０歳になった方で、退職医療制度に加

入している方は、６５歳まではその退職医療制度を継続するということになります。した

がって、２７年度から最大５年間、つまり２７年３月までに退職、６０歳で退職医療制度

に入っている方は、６５歳までは退職医療保険に加入できるということですから、２７、
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２８、２９、３０、３２年の３月３１日までは、６５歳までは継続して入れますよと。た

だし、２７年の４月１日から６０歳になる人は、国保の一般被保険者として加入するとい

うことになります。参考までに、陸別町の場合はどうかといいますと、３０年の８月まで

加入される方が１名だったかいらっしゃるそうです。したがって、退職医療費は年々減っ

ていくということになります。被保数が減って医療費も下がれば療養給付費も下がるので

すけれども、例えば重い病気でぽっと医療費が上がると、減額ということにはなりません

けれども、そういう一般的な、常識的にいけば、健康体であれば医療費は下がっていくこ

とになろうかなというふうに思っております。

次のページ、３目の一般被保険者療養費です。８００万円。前年度と比較すると６８５

万円ほどふえておりますが、これは２７年度においても２回ぐらい補正をさせていただき

ましたが、銀河整骨院の開業に伴う療養費の増ということになります。４目退職被保険者

等療養費は、前年同額、５目審査支払手数料も前年と同額となります。

２項高額療養費の一般被保険者、退職被保険者は、前年と同額と。

一般被保険者の高額介護合算療養費、退職被保険者等高額合算療養費は科目存置。

３項移送費、一般被保険者移送費、退職被保険者等移送費も科目存置となります。

４項の出産育児諸費１目の出産育児一時金１２６万円。前年度同額ですが、４２万円の

３件分を見ております。

５項葬祭諸費１目の葬祭費１０万円。これは１０件分を計上いたしました。

３款の後期高齢者支援金等１項の後期高齢者支援金等１目の後期高齢者支援金３,８９

２万６,０００円。これは、支払基金からのシミュレーションに基づいて計上しておりま

す。

なお、これは平成２８年度概算額から２６年度、２年前の概算額と確定額との差し引い

た額との差額を負担するということになります。

それから、４款前期高齢者納付金等も医療費拠出金については同様の計算となります。

１７ページ、６款の介護保険納付金１項の介護保険納付金１目の介護保険給付費納付金

１,５５３万円。これも支払基金からのシミュレーションに基づいて計上しておりますけ

れども、これも同様に、平成２８年度の概算額から２年前の概算額、平成２６年度の概算

額と確定額、これを差し引いた額を計上すると。これは、支払基金に払うのですけれど

も、つまり市町村の介護保険に入ってくる、支払基金に入ってくる２８％相当分というこ

とになろうかと思っております。

７款共同事業拠出金１項の共同事業拠出金１目の高額医療費拠出金１,５７１万２,００

０円。

それから、２目その他事務費拠出金、これは科目存置。

３目保険財政共同安定化事業拠出金９,２６６万６,０００円。これは国保連からの通知

に基づいて計上をしております。１目高額医療費拠出金も国保連からの通知に基づいて計

上しております。
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４目高額医療費共同事業事務費拠出金、５目保険財政共同安定化事業事務費拠出金、こ

れは科目存置となります。

８款保健事業費１項特定健康診査等事業費１目の特定健康診査等事業費３３７万２,０

００円。需用費、役務費、委託料は例年同様の計上でありますけれども、まず委託料３１

２万９,０００円で、共同電算業務８万９,０００円、これは健診データの管理で３６０人

分であります。

それから、健康診査等３０４万円、これは３３０人分であります。昨年度３００人です

から、３０人分の増となっております。なお、２７年度までは個人負担金１,５００円を

いただいておりましたけれども、２８年度から個人負担はなしで健康診査を行うというこ

とになります。合わせて、二次健診で頸動脈エコー検査２０件分ですが、これを診療所で

実施したいと思います。

それから、２項の保健事業費、１目の保健事業費１８２万３,０００円。報償費２万

円、記念品は国保ゲートボール大会用。それから、需用費４４万５,０００円のうち、消

耗品２万円は国保の啓発用。印刷製本費４２万５,０００円は、くらしのカレンダー、そ

れと、国保啓発用のチラシ印刷などが４２万５,０００円です。

それから、役務費１７万円、通信運搬費ですが、これは医療費通知ですとか、健診案内

の郵便料。

１３節委託料１１３万円。共同電算業務、これは、医療費通知用であります。

次のページ、各種予防接種７６万円。これは高齢者肺炎球菌ワクチン接種４０人、イン

フルエンザ予防接種６５歳以上から７５歳未満２００人分です。それから、健康診査等２

５万７,０００円は、４０歳未満の方３０人分であります。会場等設営８万円は、ふれあ

い広場のステージ設置委託であります。

それから、１９節負担金補助及び交付金、予防接種助成金５万８,０００円は、これは

償還払いでありまして、インフルエンザ予防接種１０人分、高齢者肺炎球菌のワクチン接

種５人分であります。

それから、９款諸支出金の１項償還金及び還付加算金、１目の償還金３０万円。国保税

の還付金となります。

それから、２項の延滞金、１目の延滞金、これは、科目存置であります。

それから、３項繰出金、１項の直営診療施設勘定繰出金４,１８０万４,０００円。これ

は、直診会計への繰出金となります。へき地診療所運営分であります。

それから、１０款予備費は３００万円、前年度同額であります。

以上で歳出を終わりまして、歳入、７ページをお開きください。

７ページ、歳入であります。

１款国民健康保険税１項国民健康保険税１目一般被保険者国民健康保険税、被保数を７

４３人で計算をしております。前年度は７５２人で、９名の減となります。国保税は８,

３７０万４,０００円で、現年課税分では８,２７４万９,０００円、これはある程度、２
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６年度実績ベースを見込んで２８年度のシミュレーションで出した数字ということになり

ます。なお、現年度分で５１８万２,０００円ほど前年度から見ると増収ということにな

りますが、昨年の５月の臨時会でも条例を議決いただきましたけれども、限度額の改正な

どもございました。８１万円から８５万円、４万円の限度額の改正、そういった部分と所

得増も見込まれると、そういったことで増となっております。

それから、２目の退職被保険者等国民健康保険税１５２万３,０００円、現年度分で

いったら１５１万２,０００円ですけれども、前年度から見ると９６万３,０００円ほどの

減額となっています。退職医療の被保数は１７人で計算、算出しておりまして、２７年度

当初が３０人ですから、１３人の減となります。制度の説明については歳出で説明をしま

したので割愛させていただきます。

２款国庫支出金１項国庫負担金１目の療養給付費等負担金６,０６０万７,０００円。こ

れは、一般被保険者の医療給付に充当するのが主であります。

それから、２目の高額医療費共同事業負担金３９２万７,０００円。これは、拠出金の

４分の１分であります。

それから、３目特定健康診査等負担金５０万円。これは、北海道から入ってくるお金も

同額となります。２目高額医療費共同事業負担金も同様であります。

それから、２項の国庫補助金、１目の財政調整交付金５,１３０万４,０００円。説明欄

にある特別調整交付金４,１８０万４,０００円、この中には歳出にあります直診会計への

操出金、へき地診療所運営費分も特別調整交付金の中に含んでおります。

それから、３款療養給付費交付金１項療養給付費交付金、これは現年度分６３４万２,

０００円、これは退職被保険者に係る医療給付が主なものであります。これは支払基金か

ら入ってくる交付金であります。

４款前期高齢者交付金１項前期高齢者交付金で１億１,７３５万１,０００円。これは平

成２０年４月１日からスタートしておりますが、２８年度の概算額から、先ほど言いまし

た２６年度、２年前の概算額と確定額を差し引いた額との差額でありまして、２８年度の

概算額が１億８８８万１,３９１円、２６年度の精算額がマイナス８４６万４,３２１円、

これを合わせて１億１,７３４万５,７１２円となります。なお、参考までに２６年度の概

算額が９,４５２万４,８１８円、確定額が１億２９８万９,１３９円ということで、マイ

ナスの８４６万４,３２１円であります。

それから、５款道支出金１項道負担金、１目の高額医療費共同事業負担金３９２万７,

０００円。これは、拠出額の４分の１、国と同額になります。

それから、２目特定健康診査等負担金、これも５０万円。これも国と同額となります。

それから、道支出金２項道補助金、財政調整交付金は１,９３６万７,０００円でありま

す。

それから、６款共同事業交付金、１目共同事業交付金、国保連から入ってきますが、

１,３２２万５,０００円。
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２目保険財政共同安定化事業交付金８,９９２万円、これも国保連から入ってきます。

それから、７款財産収入１項財産運用収入１目利子及び配当金、これは国保基金の利子

であります。

８款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金２,９０５万１,０００円で、保険基盤

安定繰入金２,１１０万円であります。保険料軽減分１,３７０万円と保険者支援分７４０

万円を合わせた額となります。

それから、その他一般会計繰入金７９５万１,０００円は、出産育児一時金、３人分、

４２万円の３分の２、それから事業費分７１１万１,０００円、事務費分が２９０万６,０

００円、保険事業分が４１０万５,０００円、葬祭費が１０万円であります。

前年度繰越金は５００万円と２７年度と同額になります。

１０款諸収入１項延滞金加算金及び過料、一般被保険者延滞金、退職被保険者等延滞

金、一般被保険者加算金、退職被保険者等加算金は科目存置でありますし、２項雑入の一

般被保険者第三者納付金、退職被保険者等第三者納付金、一般被保険者返納金、退職被保

険者等返納金、これらも科目存置となります。

雑入で９万円、これは健康診査等個人負担金９万円でありまして、４０歳未満が２,０

００円の３０人、頸動脈エコーが１,５００円の２０人であります。

以上で議案第２６号の説明を終わりまして、次、議案第２７号の説明に移ります。

議案第２７号、平成２８年度陸別町の国民健康保険直営診療施設勘定特別会計予算は、

次に定めるところによる。

歳入歳出予算。

第１条第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳

出予算」による。

地方債。

第２条、地方自治法第２３４条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債の

目的、限度額、記載方法、利率及び償還の方法は、第２表地方債による。

一時借入金。

第３条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借り入れの最高額

は、５,０００万円と定める。

資料ナンバー６２に歳入歳出予算資料がありますので、後ほどごらんをいただきたいと

思います。

それでは、事項別明細書、歳出１１ページをお開きください。

３、歳出。

１款総務費１項施設管理費、一般管理費２億６,０６４万２,０００円ですが、給与費明

細書は１９ページから２３ページになります。後ほどごらんをいただきたいと思います。

１,３８０万円ほど前年度から減っておりますが、まず職員人件費で４１０万２,０００

円が減額になっております。それから、人材紹介所、ナースパワーからの人材派遣です
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が、これが８２６万６,０００円の減額。それから、臨時職員分で１３２万８,０００円の

減額が大きな要因であります。なお、給料では１２５万８,０００円の減額。手当で２２

０万１,０００円の減額、共済費で２７２万９,０００円の減、そのうち職員の分でいけば

共済費は６４万３,０００円の減となります。職員人件費で４１０万２,０００円、臨時職

員分６４７万円の減額であります。報償費、旅費は例年どおりの計上。需用費も例年どお

り。役務費も例年どおりですが、２７年度には、この手数料として、労働者紹介手数料８

５万６,０００円が入っておりました。

１３節委託料３,０１３万６,０００円。放射線関連検査から医療事務までは、例年どお

りの計上ですが、設備改修で２０５万６,０００円。これは救急風除室から入ってきまし

て、病床までの廊下、食堂、検査室前の廊下などの照明ＬＥＤ化が１３８万６,０００

円。非常用照明バッテリー交換が２２万４,０００円。受け付けカウンター製作、現状狭

いものですから、それを広くするということで、それが４４万６,０００円の内訳となり

ます。

１４節使用料及び賃借料、負担金補助及び交付金は例年どおりの計上になります。

２項研究研修費１目研究研修費１５５万６,０００円。旅費から需用費、負担金補助及

び交付金までは、例年どおりの計上です。

２款医業費１項医業費、１目の医療用機械器具費４,４７５万６,０００円、需用費２０

万円は例年どおり、ここで備品購入費４,４５５万６,０００円の予算でありますが、ま

ず、マルチスライスＣＴ、これは平成１６年の施設設置時に購入したものです。１１年経

過しているということと、画像が不鮮明になっているということで、今回購入を予定して

おります。それが３,４９９万２,０００円。それから、内視鏡システム８００万円。これ

も同様であります。それから、病室用のベッド４台。２７年度から３年計画で更新をして

おりますが、２７年度に４台、２８年度４台、２９年度４台で、１２台の更新をする予定

であります。それから、ＬＥＤのスタンド照明灯１台９万８,０００円となります。

２目の医療用消耗器材費９６０万１,０００円。需用費、役務費、委託料は、例年どお

りの計上であります。

３目医薬品費１億４２８万２,０００円。需用費、医薬材料費ですが、まず診療収入の

４９.５％、９,８４９万９,０００円が医薬品、それから、予防接種ワクチンが５４８万

３,０００円、血液製剤が３０万円、合わせて１億４２８万２,０００円となります。

４目検査費、委託料２９８万５,０００円は、診療収入の１.５％を計上いたしました。

５目寝具費は２９万４,０００円で、借上料ですが、前年と同額。

２項の給食費２５６万１,０００円。これも例年と同様の計算で計上しております。

３款公債費１項公債費、元金、償還金が１,８７８万３,０００円、利子が２９万７,０

００円。

２４ページに地方債見込み額調書がありますので、後ほどごらんをいただきたいと思い

ます。
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以上で歳出を終わりまして、歳入、７ページをお開きください。

２、歳入ですが、１款診療収入１項入院収入、１目の国民健康保険診療報酬収入から６

目のその他診療報酬収入まで前年度を下回っております。入院収入１,９５０万円。前年

度から見ると３６０万円ほどの減となります。

２項の外来収入、１目の国保診療報酬収入から６目のその他の診療報酬収入まで１億

５,９９８万円、１,０６７万円ほどの減となります。

それから、３項その他診療収入、諸検査等収入１,９５０万８,０００円、１７０万円ほ

どの増ですが、これは予防接種で１７０万円増の９５０万円を計上しております。

２款使用料及び手数料、使用料、診療所使用料、行政財産使用料で、自販機の使用料３

万７,０００円。

それから、手数料、文書料７１万円。これは、５万円の増。内訳は、診断書料で２５万

円ですが、これが前年度から見ると５万円ほどの増となっております。

それから、請求事務取扱手数料２８万５,０００円は前年度同額。

それから、３款道支出金１項道補助金、１目の総務費補助金８１０万円。これは、へき

地診療所施設整備事業補助金ですが、ＣＴ購入に係る定額補助金８１０万円です。

４款財産収入１項財産運用収入１目の財産貸付収入、土地建物貸付収入、建物貸付収入

４７万２,０００円。

５款繰入金１項他会計繰入金、１目の一般会計繰入金１億６,３６５万４,０００円で、

３,７６３万７,０００円ほどの減額となっております。その説明欄にあります医療機器等

整備分で８００万円、これは内視鏡システム購入に係る繰入金となります。

それから、国保会計からの繰入金４,１８０万４,０００円、へき地診療所運営費分であ

ります。

６款繰越金は、前年度同額の１００万円を計上いたしました。

７款諸収入１項雑入１目雑入４４０万７,０００円ですが、私用電話料は同額、雑入４

３９万９,０００円ですが、社会保険料等個人負担金６７万１,０００円で、前年度から見

ると１００万３,０００円の減額となっております。

それから、８款町債１項町債１目の医業債２,６８０万円。診療施設整備債で、これは

ＣＴ購入に充当する２,６８０万円であります。

以上で歳入を終わりまして、４ページをお開きください。

４ページは、第２表地方債であります。

起債の目的。

過疎対策事業、医療機器等整備事業。これはＣＴ分であります。

限度額２,６８０万円。

起債の方法は、普通貸借または証券発行。利率、償還の方法は、記載のとおりでありま

す。

以上で議案第２７号の説明を終わりまして、次、議案第２８号の説明に移ります。
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議案第２８号、平成２８年度陸別町の簡易水道事業特別会計予算は、次に定めるところ

による。

歳入歳出予算。

第１条第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳

出予算」による。

地方債。

第２条、地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債の

目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表地方債」による。

一時借入金。

第３条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借り入れの最高額

は、５,０００万円と定める。

事項別明細書、歳出１０ページをお開きください。

３、歳出。

１款総務費１項総務管理費１目一般管理費１,３２０万８,０００円で、前年度から見る

と６４万２,０００円の減となっております。

報酬９万２,０００円。これは委員報酬。これは水道・下水道審議会の委員の報酬。給

料、手当、共済費は職員人件費であります。

なお、給与費明細書は１７ページから２２ページになりますので、後ほどごらんをいた

だきたいと思います。

それから、旅費から需用費、役務費、委託料、負担金補助及び交付金は、例年どおりの

計上となります。

２７節公課費１２３万４,０００円は、消費税の納付でして、２７年度分が６３万３,８

００円、２８年度分の中間納付分が６０万円であります。

２款施設費１項施設管理費１目施設維持費２,５２４万２,０００円。３７５万５,００

０円の増となっております。旅費、需用費、役務費、委託料の一部については、例年どお

りの計上であります。それから、委託料の中ほど、浄水場整備７８万４,０００円。これ

は、非常用照明バッテリー２９個の取りかえ業務。下から２番目の１６０万円、施設設備

改修。これは浄水場計装機器保守点検の増となります。

それから、施設設備等点検整備７８万９,０００円。これは、資料ナンバー６５に箇所

図がありますが、その下の図がこの施設設備点検整備の箇所図となります。

それから、工事請負費４０５万円。配水管撤去２７３万円は、旧トマム地区減圧施設解

体工事２カ所１３２万円。それから、旭町配水管路撤去工事２７３万円。これは、まずト

マムの減圧施設解体工事、これは資料ナンバー６５の上のほうの図面となります。それか

ら、旭町の配水管撤去工事は、資料ナンバー６６につけておりますので、後ほどごらんを

いただきたいと思います。

それから、備品購入費４１２万３,０００円は、水道メーター機３８８万３,０００円、
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浄化センターの除湿乾燥機１台２４万円となります。

２目施設新設改良費ですが、まず配水管整備事業ですが、新町２区の配水管新設工事実

施設計、町道新町５号通り、Ｌ＝１８０メートル、委託料で１４８万円。それから、町道

新町７号通りＬ＝１９０メーターで委託料１２８万３,０００円。それから、町道本通り

仲通り、配水管布設がえ工事、Ｌが１０７メーターで、工事請負費５４３万８,０００

円。それから、町道東１条仲通り配水管布設がえ工事、延長１１２メーターで、工事請負

費が１,０８７万５,０００円。それから、今の町道本通り仲通りと東１条仲通りについて

は、説明資料６７をつけておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

トマム２－１号、配水管布設がえ工事５０メートル、工事請負費４９４万７,０００

円。町道通学道路配水管新設工事、延長１２０メーター、７９５万２,０００円、工事請

負費。トマム２－１号の配水管路布設がえ工事は、資料ナンバー６７の下の図面、それか

ら町道通学道路配水管新設工事は、資料ナンバー６８の上の図面となります。

工事請負費で、消火栓取りかえ７２万９,０００円。これは、旧パロマ地先でして、資

料ナンバー６８の下の図面になります。

それから、機器更新１,８７８万７,０００円。これは、機器更新工事１,７１６万円。

それから、斗満熊の沢水源地水門ゲート手動式開閉機の更新工事１６２万７,０００円。

これは、資料ナンバー６９の上の図が機器の更新工事。それから、下の図面が、斗満熊の

沢水源地水門ゲートの開閉機の更新工事となります。

３款公債費、元金７,４６１万９,０００円、利子が２,７２９万９,０００円。

４款予備費は、２００万円であります。

２３ページに地方債の見込み調書、一覧があります。後ほどごらんをいただきたいと思

います。

以上で歳出を終わりまして、歳入、７ページ。

歳入であります。

１款使用料及び手数料１項使用料、水道使用料５,３００万円、１,０７２戸の１,１３

７件分であります。

２項手数料、１目水道手数料７万円。１節設計手数料６万円、新設工事審査５件４万

円。その他工事５件２万円。２節指定手数料、給水装置工事事業者指定が１件１万円。

２款国庫支出金１項国庫補助金、１目の簡易水道事業補助金５８２万円。これは、機器

更新事業に係る補助金となります。

３款財産収入１項財産売払収入１目物品売払収入。これは、科目存置となります。

４款繰入金１項他会計繰入金、１目の一般会計繰入金９,１１０万円ですが、建設改良

費分が５,２１４万８,０００円。財政対策分が３,８９５万２,０００円であります。

５款繰越金については、５０万円で前年度同額。

６款諸収入１項雑入１目雑入、下水道料金事務負担金５８万７,０００円。これは、下

水道会計から入ってくるお金となります。それから消火栓整備等補償費２８万６,０００
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円。これは、消防費から入ってくるお金。消火栓設備等保障費投資充当分７２万９,００

０円。これは、消防費から入ってきます。これは、東１条仲通りの旧パロマ地先の消火栓

の工事の分であります。

７款町債１項町債、１目の簡易水道事業債４,２６０万円。配水管整備事業、これはま

ず過疎債が１,５３０万円、簡易水道事業債も１,５３０万円、機器更新事業、過疎債が５

６０万円、簡易水道事業債も５６０万円となります。

以上で歳入を終わり、４ページをお開きください。

第２表地方債でありますけれども、今の歳入で説明した起債、過疎対策事業で２,１３

０万円、配水管整備で１,５７０万円で、機器更新で５６０万円、簡易水道事業で２,１３

０万円、配水管整備で１,５７０万円で、機器更新で５６０万円、合わせて４,２６０万円

となります。

以上で議案第２８号の説明を終わりまして、次、議案第２９号に移ります。

議案第２９号、平成２８年度陸別町の公共下水道事業特別会計予算は、次に定めるとこ

ろによる。

歳入歳出予算。

第１条第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳

出予算」による。

地方債。

第２条、地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債の

目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表地方債」による。

一時借入金。

第３条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借り入れの最高額

は、５,０００万円と定める。

それでは、事項別明細書、歳出９ページをお開きください。

３、歳出であります。

１款総務費１項総務管理費１目一般管理費１,１５４万５,０００円で、３０万４,００

０円の増であります。２節給料、３節手当、共済費、職員人件費で２６万５,０００円の

増。給与費明細書は１５ページから１９ページになります。後ほどごらんをいただきたい

と思います。

それから、１０ページ、２７節公課費５６万７,０００円、消費税の分。これは、２７

年度分の精算納付分であります。

２款施設費１項施設管理費１目施設維持費５,５３２万６,０００円、１,２６１万６,０

００円の増であります。需用費、役務費については例年どおりの計上であります。

委託料４,５７６万６,０００円で、９５５万円の増となっています。２段目の施設設備

改修４０６万２,０００円。ここで３２６万円ほどの増。内容としては、公共汚水升修繕

が３０個、１２３万９,０００円。緑町マンホールポンプ場ほか、流入口改修７４万３,０
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００円。下水道マンホール修繕、段差解消２６カ所ほか２０８万円となっています。それ

から、施設設備保守管理４３４万３,０００円、これも４００万円ほど増となっておりま

す。それは、浄化センターの返送汚泥ポンプの分解整備４００万円が増となっています。

管渠清掃３５６万１,０００円、１５４万２,０００円の増ですが、下水道管渠調査清掃、

防水処理委託３４６万１,０００円を含んでおります。それから、施設移転等１２２万４,

０００円は、町道改良工事に伴うマンホール、公共升高さ調整ということで、２８カ所分

１２２万４,０００円であります。

それから、１５節工事請負費、施設設備改修で２９５万５,０００円。浄化センター照

明ＬＥＤ化工事ですが、２８年度は２階部分、２９５万５,０００円で実施予定でありま

す。２９年度においては、１階部分を予定をしております。

備品購入費５８万３,０００円は、水道メーター３個、水質分析用機器、ｐｈメー

ター、遠心分離器、これらが５２万４,０００円、メーターが５万９,０００円でありま

す。

３款事業費１項下水道整備費１目下水道建設費、これは機器更新事業であります。３,

８９２万５,０００円で、前年度から見ると６,５４７万２,０００円の減となります。旅

費、需用費、委託料は例年どおりですが、委託料で４００万円、基本計画策定で下水道事

業基本計画策定、認可変更に伴う計画の策定４００万円の追加です。

それから、工事請負費３,４２７万円は、公共下水道の公共汚水枡新設工事１２７万円

です。それから、機器更新３,３００万円。これは、浄化センターの機器更新でありまし

て、資料ナンバー７０をつけております。後ほどごらんをいただきたいと思います。

４款公債費１項公債費１目元金３,４７５万９,０００円、２目利子が９９９万６,００

０円、合わせて４,４７５万５,０００円であります。

地方債の現在高見込み額調書は２０ページにありますので、後ほどごらんをいただきた

いと思います。

５款予備費は、１００万円同額です。

以上で歳出を終わり、歳入、７ページをお開きください。

２、歳入。

１款分担金及び負担金１項分担金１目下水道事業分担金１４０万円。受益者分担金４７

戸分です。

２款使用料及び手数料１項使用料、下水道使用料２,５００万円。下水道使用料８３７

戸８５７件分であります。

２項手数料１目下水道手数料６万２,０００円。業者指定手数料１件１万円。新設工事

審査手数料５件４万円。その他工事審査手数料３件１万２,０００円。

３款国庫支出金１項国庫補助金１目下水道事業補助金１,８８０万円。特定環境保全公

共下水道事業補助金、浄化センター機器更新事業に係る１,８８０万円の補助金となりま

す。
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４款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金８,９５８万９,０００円、建設改良分

１６万４,０００円、財政対策分６,４１７万円、分流式下水道に要する経費２,５２５万

５,０００円。この分流式下水道に要する経費というのは、本来は財政対策分となります

けれども、下水道会計の収支を明確にすることが目的であります。下水道会計は、この下

水道使用料と分担金だけでこの会計を賄えないということがあります。したがって、決算

統計、つまり財政状況の調査に基づいて算出をしているところであります。なお、２６年

度までは、この分流式下水道に要する経費というのは財政対策分の中に一緒に含まれてい

ました。

５款繰越金１項繰越金１目繰越金に５０万円、前年度同額。

６款町債１項町債１目の下水道事業債１,６２０万円。特定環境保全公共下水道事業で

あります。過疎が８１０万円、下水道事業債が８１０万円であります。

以上で歳入を終わり、４ページをお開きください。

４ページ、第２表地方債であります。

起債の目的。

過疎対策事業、特定環境保全公共下水道事業８１０万円、下水道事業、特定環境保全公

共下水道事業８１０万円。

合わせて１,６２０万円であります。

起債の方法は、普通貸借または証券発行。

利率、償還の方法は、ここに記載のとおりであります。

以上で議案第２９号の説明を終わりまして、次、議案第３０号の説明に移ります。

議案第３０号、平成２８年度陸別町の介護保険事業勘定特別会計予算は、次に定めると

ころによる。

歳入歳出予算。

第１条第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳

出予算」による。

歳出予算の流用。

第２条、地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の金

額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

第１号、保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における同一款内

でのこれらの経費の各項の間の流用。

それでは、事項別明細書、歳出、１１ページをお開きください。

３、歳出。

１款総務費１項総務管理費１目一般管理費３０４万１,０００円。２８７万円ほど増と

なっております。それは、ここにあります共済費、社会保険料等で９６万８,０００円、

賃金で１８９万９,０００円、臨時介護支援専門員を雇用する予定であります。この分が

２８６万７,０００円の増となります。業務としては、地域包括支援センターでの介護認
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定調査ですとか、認知症の地域支援業務が主な内容となります。それから、旅費、需用

費、役務費は、例年どおりの計上です。

２項賦課徴収費、１目の賦課徴収費２５万４,０００円。需用費、役務費も、例年どお

りの計上となります。

３項の介護認定審査会費、１目の介護認定審査会費３１９万３,０００円、１８万５,０

００円ほどの増ですが、旅費と役務費は例年どおりであります。役務費の中の主治医意見

書料９２万９,０００円は、在宅者が１７５名、施設入所者２５名、合わせて２００名分

であります。指定医診断料１万４,０００円、これは５人分であります。

それから、負担金補助及び交付金２２１万円は、池北三町で設置している介護認定審査

会の運営費の負担金であります。

２目認定調査費、委託料８４万円、認定調査。これは在宅１８５名、施設入所者１５名

分であります。

２款保険給付費１項介護サービス等諸費１目の居宅介護サービス給付費１億３,５００

万円の計上です。

２目の居宅介護サービス計画給付費７２０万円は、４５件分。

３目の施設介護サービス給付費１億７００万円は、特養が３８名、老健が２名、合わせ

て４０名分であります。

それから、４目の居宅介護福祉用具購入費５４万円は６名分。

５目居宅介護住宅改修費９０万円は、５名分であります。

それから、２項の介護予防サービス等諸費１目介護予防サービス給付費５１０万円の計

上であります。

それから、２目の介護予防サービス計画給付費９８万円は１９名分。

３目の介護予防福祉用具購入費４５万円は、５名分。

介護予防住宅改修費７２万円は、４名分であります。

３項その他の諸費、審査支払手数料は２,７９０件分。

４項の高額介護サービス等費１目の高額介護サービス費４４０万円は、４３名分。

２目高額介護予防サービス費５万円は１名分。

５項の高額医療合算介護サービス等費１目の高額医療合算介護サービス費の１４２万円

は４３人分。

２目の高額医療合算介護予防サービス費１,０００円は、科目存置。

６項の特定入所者介護サービス等費１目の特定入所者介護サービス費は１,３６０万円

で、３５名分。

２目特例特定入所者介護サービス費１,０００円は科目存置。

３目特定入所者介護予防サービス費５万円は１名分。

４目特例特定入所者介護予防サービス費１,０００円は科目存置。

それから、３款の地域支援事業費１項の介護予防・生活支援サービス事業費、まずこれ
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は、介護予防日常生活支援総合事業ということで、総合事業ということに制度改正になっ

ております。資料としては、資料ナンバー３４の１から７にございます。それから、追加

資料ナンバー１に、地域支援事業の財源充当資料を、歳入歳出一覧をつけております。後

ほど御参照をいただきたいと思います。

１項の介護予防・生活支援サービス事業費、これは従来の介護予防給付のうちの要支援

１、２の方、チェックリストにより対象者と判断された方に係るものでして、１目の介護

予防・生活支援サービス事業費４２６万６,０００円。委託料、総合事業委託料６７万

円。これは訪問型サービスＡ、ＮＰＯに委託する部分となります。

１９節の３５９万６,０００円。第１号事業給付費でありまして、要支援１、２の２４

名分、これは国保連への支払いとなります。

それから、２目の介護予防ケアマネジメント事業費４０万２,０００円、委託料、総合

事業委託料ですが、これは北勝光生会居宅介護支援事業所に４６件、町の居宅介護支援事

業所に４４件の委託料であります。

一次予防事業費、二次予防事業費は、廃目となります。

それから、２項の一般介護予防事業費、これは従来の介護予防事業費、一次予防事業、

二次予防事業になるものです。１目の一般介護予防事業５１万９,０００円。需用費、消

耗品費は事務用品、印刷製本費１５万８,０００円は、介護保険料のお知らせなど、委託

料８万円、介護予防事業８万円は、ふまねっと運動で社協への委託費。使用料及び賃借料

１２万円は、コピー料であります。それから、介護予防ケアマネジメント事業費、任意事

業費は廃目となります。

３項の包括的支援事業・任意事業費、これは従来の包括的支援事業費、介護予防ケアマ

ネジメント、任意事業となるものであります。３項包括的支援事業・任意事業で、１目の

包括的・継続的ケアマネジメント支援事業費１００万円。旅費５５万４,０００円は、研

修会などの旅費。それから、需用費４万８,０００円は、研修会の参加に伴うテキスト

代。

１３節委託料、介護予防サービス計画作成料３１万２,０００円は、北勝光生会の居宅

介護支援事業所に２５件、町の居宅介護支援事業所に４４件の委託となります。

それから、１９節は、研修会等に係る、出席に係る負担金となります。

２目の任意事業費１３４万５,０００円。旅費は研修会出席となります。

１２節役務費３７万９,０００円の通信運搬費５万３,０００円は、見守りネットワーク

のＧＰＳつきの無線発信機貸与に係る通信料。手数料では、成年後見制度利用支援申立費

３２万６,０００円、これは３人を見込みました。

それから、１３節委託料、任意事業９２万５,０００円は、まず社協に対して介護用品

給付事業の３０万２,０００円。給食サービス事業５２万４,０００円の委託。それから、

ＮＰＯに介護教室開催事業１０万円の委託となります。

３目生活支援体制整備事業費７３万７,０００円。賃金、臨時介護支援専門員の賃金。
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それから、４目認知症総合支援事業費、賃金４９万２,０００円。これは、臨時介護支援

専門員賃金。旅費が研修会参加。需用費が、その研修会参加に伴うテキスト代。１９節

は、その研修会参加に伴う負担金となります。

４項その他諸費、審査支払手数料。役務費、総合事業審査支払手数料、これは、国保連

への支払いとなります。

４款基金積立金１項基金積立金１目の介護給付費準備基金積立金、これは利子２,００

０円であります。

５款諸支出金１項償還金及び還付加算金、１目第１号被保険者保険料還付金１５万円。

前年度同額です。

２目の介護給付費負担金等返還金１,０００円は科目存置。

６款予備費は１００万円、前年度同額であります。

以上で歳出を終わり、歳入、７ページをお開きください。

歳入でありますけれども、先ほども歳出で説明しましたが、資料ナンバー７１に介護給

付費の財源充当資料があります。それから、追加資料ナンバー１では、地域支援事業の財

源充当資料を配付しておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

１款介護保険料１項介護保険料１目第１号被保険者保険料、被保数を９５５人で計算し

ております。現年度分４,８５８万９,０００円。普通徴収で３４４万４,０００円、特別

徴収で４,５１４万５,０００円です。滞納繰越分で１５万円。

それから、２款国庫支出金１項国庫負担金、１目の介護給付費負担金５,０１８万２,０

００円。これは国庫負担分、２０％分であります。

それから、２項の国庫補助金、１目の調整交付金２,５２１万３,０００円は、９.０８

％分であります。

２目の地域支援事業交付金２６３万２,０００円で、介護予防・日常生活支援総合事業

１２８万６,０００円は２５％分。介護予防・日常生活支援総合事業以外の地域支援事業

１３４万６,０００円は３９％分。

３款道支出金１項道負担金１目介護給付費負担金４,００５万９,０００円は、１２.５

％分。

次、２項道補助金、１目の地域支援事業交付金１３１万４,０００円の内訳として、介

護予防・日常生活支援総合事業６４万２,０００円は１２.５％分。介護予防・日常生活支

援総合事業以外の地域支援事業６７万２,０００円は１９.５％分。

４款支払基金交付金１項支払基金交付金１目の介護給付費交付金７,７７４万５,０００

円、これは２８％分。

２目の地域支援事業支援交付金１４４万１,０００円は、これも同じく２８％分。

５款財産収入１項財産運用収入１目の利子及び配当金２,０００円。これは、基金の利

子になります。

６款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金４,４５７万３,０００円。１節介護給
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付費繰入金３,４７０万９,０００円、これは１２.５％分になります。それから２節事務

費繰入金７８４万６,０００円、それから、３節地域支援事業繰入金１３３万２,０００

円、介護予防・日常生活支援総合事業６５万２,０００円、１２.５％分６４万２,０００

円と事務費分１万円。それから、介護予防・日常生活支援総合事業以外の地域支援事業６

８万円、これは１９.５％分が６７万２,０００円と事務費分８,０００円です。

４節の低所得者保険料軽減繰入金６８万６,０００円は、国の２分の１分、３４万２,０

００円、道の４分の１分１７万１,０００円、町の４分の１分１７万１,０００円、合わせ

て６８万６,０００円であります。

６款繰入金２項の基金繰入金、介護給付費準備基金繰入金２３７万１,０００円は、介

護給付費準備基金からの繰り入れになります。０.８５％分となります。

７款繰越金１項繰越金、前年度繰越金は、科目存置。

８款諸収入の１項延滞金及び過料、第１号被保険者延滞金、第１号被保険者過料、それ

から、２項預金利子１目の預金利子、これも科目存置となります。

それから、３項雑入の１目の滞納処分費、２目の第三者納付金、３目の返納金、これも

科目存置となります。

４目雑入８５万７,０００円は、介護扶助審査判定業務費３１万２,０００円、これは国

保連から。社会保険料等個人負担金４７万８,０００円は、臨時職員の社会保険料分。そ

れから総合事業利用者負担金６万７,０００円は、訪問型サービスＡの個人負担分であり

ます。

以上で議案第３０号の説明を終わりまして、次、議案第３１号の説明に移ります。

議案第３１号、平成２８年度陸別町の後期高齢者医療特別会計予算は、次に定めるとこ

ろによる。

歳入歳出予算。

第１条第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳

出予算」による。

それでは、まず、資料のナンバー７２をお開きください。

説明資料７２は、２８年度の陸別町後期高齢者医療特別会計のフロー図であります。

右側が後期高齢者医療特別会計の歳入歳出、左側が一般会計であります。まず、一般会

計で先ほど説明した歳入で、保健基盤安定負担金、道負担分１,４２８万１,０００円の４

分の３分、１,０７１万円。それから、歳出で、今の歳入１,０７１万円と保険基盤安定繰

出金として町の４分の１分３５７万２,０００円、合わせて１,４２８万２,０００円が、

まず後期高齢者のほうへ繰り出しとなります。

それから事務費繰出金、広域連合事務費負担分１６３万４,０００円。

それから、事務費繰出金で、予防接種分、一般事務費分、予備費分、１９０万９,００

０円。経費として２４７万円から収入５６万１,０００円を減とするものですが、その他

の収入の５６万１,０００円というのは、ここに書いてあるとおりの納付証明手数料１,０
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００円、繰越金１,０００円、延滞金１,０００円、雑入３０万８,０００円、交付金２５

万円の５６万１,０００円、これは歳入がありますのでこの分を差っ引くと、それが１９

０万９,０００円です。事務費分３５４万３,０００円も後期高齢者のほうに繰り出しとな

ります。それと、療養給付費負担金３,７０６万円は、広域連合への支出となります。

それで、今度、後期高齢者のほうですが、今言いました歳入で保健基盤安定繰入金１,

４２８万２,０００円、事務費繰入金１６３万４,０００円と１９０万９,０００円、保険

料が２,２６５万４,０００円、保険料の還付金１０万円、還付加算金１万円、その他の収

入５６万１,０００円で、４,１１５万円の歳入となります。歳出では、広域連合への納付

金として、広域連合の保険基盤安定分１,４２８万２,０００円と、広域連合の事務費分１

６３万４,０００円、それから、保険料２,２６５万４,０００円、これが広域連合への納

付金となります。

それから、保険料還付金１０万円、還付加算金１万円、一般管理費２１７万円、予備費

３０万円の、合わせて４,１１５万円の歳出となります。

それでは、予算書の９ページをお開きください。

３、歳出。

１款総務費１項総務管理費１目一般管理費２１７万円。９節旅費、需用費、役務費、委

託料、１９節負担金は、例年どおりの計上でありますけれども、委託料１６４万１,００

０円の健康診断等４２万８,０００円は５０人分であります。これも国保と同様、個人負

担分はゼロ、無償としております。それから各種予防接種１２０万円は、インフルエンザ

４００人分を見ております。

１９節負担金補助及び交付金７万６,０００円は、予防接種の償還払いでして、インフ

ルエンザ２０人分を見ております。

次のページになります。

２款後期高齢者医療広域連合納付金３,８５７万円。これは、後期高齢者医療広域連合

への負担金となります。事務費負担金１６３万４,０００円、保険料等負担金３,６９３万

６,０００円、保険料が２,２６５万４,０００円で、保険基盤安定分が１,４２８万２,０

００円の内訳となります。

３款諸支出金１項償還金及び還付加算金、１目保険料還付金１０万円、２目の還付加算

金１万円、これは前年度同額でして、歳入も同額となります。４款予備費は３０万円で、

前年度同額となります。

以上で、歳出を終わりまして、歳入、７ページをお開きください。

２、歳入であります。

１款後期高齢者医療保険料１項後期高齢者医療保険料で、被保数は５６９人で保険料を

算定しました。

１目の特別徴収保険料は５３.８％分、１,２１８万８,０００円。２目の普通徴収保険

料４６.２％分、１,０４６万６,０００円で予算を見ました。
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それから、２款使用料及び手数料１項手数料１目の証明手数料１,０００円、これは科

目存置になります。

３款繰入金１項他会計繰入金１目事務費繰入金３５４万３,０００円。内訳としては、

広域連合事務費分が１６３万４,０００円。予防接種分、一般事務費分、予備費分などが

２４７万円、合わせて４１０万４,０００円になりますが、それから歳入の５６万１,００

０円を引いた３５４万３,０００円の事務費繰入金となります。

２目の保険基盤安定繰入金１,４２８万２,０００円であります。

４款繰越金は１,０００円、科目存置であります。

それから、５款諸収入、１項延滞金及び過料、延滞金１,０００円、科目存置。

２項の償還金及び還付加算金１目の還付加算金１万円。

それから、２目の保険料還付金１０万円。これは歳出と同額でありまして、広域連合か

らの同額の補塡分となります。

３項雑入１目雑入３０万８,０００円。これは広域連合からの健診の委託助成金３０万

８,０００円であります。

それから、６款広域連合支出金ですが、すこやか推進事業補助金２５万円ですが、これ

はインフルエンザ予防接種費用の助成金でありまして、２５万円はその限度額となりま

す。

以上をもちまして、議案第２５号から第３１号までの説明を終わらさせていただきま

す。

以後、御質問によってお答えをしたいと思いますので、御審議のほどよろしくお願い申

し上げます。

以上です。

○議長（宮川 寛君） 副町長には、大変御苦労さまでございました。

────────────────────────────────────

◎延会の議決

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） お諮りします。

本日の会議は、これにて延会し、明日１１日は休会としたいと思います。御異議ありま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 異議なしと認めます。

───────────────────────────────────

◎延会宣告

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 本日はこれで延会することに決定しました。

次の会議は３月１４日からとなります。
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これにて延会いたします。

延会 午後 ３時２９分


